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特
集
の
経
緯

　　
二
〇
二
〇
年
九
月
二
七
日
の
ド
イ
ツ
現
代
史
学
会
第
四
三
回
大
会
（
当
年
の
案
内

文
で
は
第
四
二
回
と
し
て
い
た
が
、組
織
人
の
誤
り
で
あ
っ
た
）
の
二
日
目
に
、「
ド

イ
ツ
現
代
史
研
究
か
ら
歴
史
総
合
へ
：
史
料
か
ら
考
え
る
歴
史
教
育
の
模
索
」
と
題

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
高
等
学
校
に
お
け
る
歴
史
教
育
改
革
に
対
し
て

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
か
ら
発
信
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
西
山
暁
義
氏
（
共
立

女
子
大
学
）
は
「
複
眼
的
視
点
に
も
と
づ
く
大
学
に
お
け
る
歴
史
授
業
の
可
能
性
と

課
題
」
と
題
し
て
、
ド
イ
ツ
歴
史
教
育
に
お
け
る
授
業
の
考
え
方
を
提
示
し
、
小
野

寺
拓
也
氏（
東
京
外
国
語
大
学
）は「
歴
史
的
に
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
営
み
か
：『
ア

ン
ネ
の
日
記
』
の
授
業
実
践
か
ら
」
と
題
し
て
、
大
学
で
の
実
践
を
紹
介
し
、
そ
の

後
高
校
教
員
の
立
場
か
ら
川
島
啓
一
氏
（
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
）
が
両
報
告

に
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
本
大
会
は
当
初
筆
者
が
勤
務
す
る
神
戸
学
院
大
学
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
周
知
の
と
お
り
同
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
が
発
生
し
、

Zoom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
日
常
化
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

学
会
だ
が
、
当
時
は
組
織
人
も
報
告
者
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
各
所
の
ご

助
言
や
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
実
施
し
た
。
例
年

で
あ
れ
ば
翌
年
の
『
ゲ
シ
ヒ
テ
』
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
特
集
が
組
ま
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
ゆ
え
に
段
取
り
が
つ
か
め
ず
、
一
年
遅
れ
の
掲
載
と

な
っ
た
。

　
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
本
特
集
は
、
そ
の
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
と
し
て
、
当
日

の
登
壇
者
よ
り
発
表
内
容
を
も
と
に
し
た
原
稿
を
執
筆
し
、構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
た
め
に
当
然
な
が
ら
登
壇
者
の
報
告
内
容
を
め
ぐ
る
状

況
は
変
化
し
て
お
り
、
当
日
の
発
表
内
容
か
ら
大
き
く
内
容
を
変
更
し
た
も
の
が
あ

る
。
ま
ず
西
山
氏
の
報
告
は
既
発
表
論
文
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
を
発

展
さ
せ
た
別
の
論
稿
を
あ
ら
た
め
て
依
頼
し
た
。
折
よ
く
、
西
山
氏
が
研
究
代
表
者

を
つ
と
め
る
科
学
研
究
費
補
助
金
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ド
イ
ツ
近
現
代
史
に
お
け
る

複
眼
的
視
点
に
も
と
づ
く
史
料
集
生
成
」
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
趣
旨
に
準
じ
た
も
の
を
ご
執
筆
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
新
科
目
「
歴
史
総
合
」
導
入
の
準
備
も

進
み
、
そ
の
教
科
書
見
本
が
完
成
し
て
、
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
の
実
施
を
見
据
え

て
各
校
で
教
科
書
の
選
定
が
進
ん
で
い
る
。
本
誌
が
刊
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
教
育

現
場
に
お
い
て
実
際
の
授
業
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
２　

歴
史
総
合
と
史
料
に
基
づ
く
教
育

　　
さ
て
、
本
特
集
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
か
ら
高
校
の
歴
史
教
育

分
野
に
、
専
門
的
見
地
か
ら
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ

　

▼
特
集

　
ド
イ
ツ
現
代
史
か
ら
歴
史
総
合
へ
：

　
　
史
料
か
ら
考
え
る
歴
史
教
育
の
模
索

　
　

―
ド
イ
ツ
現
代
史
学
会
第
四
三
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―
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た
。先
に
述
べ
た
通
り
、二
〇
二
二
年
度
か
ら
高
校
の
必
修
科
目
と
し
て「
歴
史
総
合
」

が
新
設
さ
れ
、
選
択
科
目
と
し
て
「
世
界
史
探
究
」
と
「
日
本
史
探
究
」
が
設
け
ら

れ
た
。
地
理
歴
史
科
に
お
い
て
は「
一
九
四
七
年
に
新
し
い
教
育
課
程
が
発
足
し
て
、

教
育
内
容
が
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
最
大
の

改
変
」
と
さ
れ
る）

1
（

。
歴
史
総
合
は
近
現
代
史
に
お
け
る
日
本
史
と
世
界
史
を
総
合

的
に
記
述
し
、「
近
代
化
と
私
た
ち
」「
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち
」
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
を
軸
に
、
思
考
力
を
重
視
し
た
学

習
を
行
う
科
目
で
あ
る
。
学
習
指
導
要
領
に
よ
れ
ば
、
歴
史
総
合
の
目
標
の
第
一
項

目
は
、「
近
現
代
の
歴
史
の
変
化
に
か
か
わ
る
諸
事
象
に
つ
い
て
、
世
界
と
そ
の
中

に
お
け
る
日
本
を
広
く
相
互
的
な
視
野
か
ら
捉
え
、
現
代
的
な
諸
課
題
の
形
成
に
関

わ
る
近
現
代
の
歴
史
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
諸
資
料
か
ら
歴
史
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
調
べ
ま
と
め
る
技
能
を
身
に
付
け
る）

2
（

」
と
さ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
総
合
と
い
う
科
目
に
つ
い
て
は
、「
世
界
史
Ａ
」
に
は
存
在
し

た
前
近
代
史
の
不
在
や
、
日
本
の
近
代
化
と
産
業
化
を
成
功
例
と
見
な
し
て
そ
れ
に

影
響
を
与
え
た
西
洋
の
近
代
化
や
植
民
地
化
を
中
心
に
世
界
を
見
る
「
西
洋
中
心
主

義
」
や
、「
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
、
我
が
国
の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
」（「
目
標
」

の
第
三
項
目
）
と
い
っ
た
国
民
的
規
範
を
内
面
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
の
柱
に
し
て

い
る
と
い
う
問
題
や
、
実
践
的
に
は
二
単
位
と
い
う
限
定
さ
れ
た
時
間
で
実
施
す
る

困
難
な
ど
、
数
多
く
の
問
題
点
や
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る）

3
（

。

　
そ
れ
ら
の
問
題
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
高
校
生
相
手
に
授
業
を
す
る
教
員
に
と

っ
て
気
に
な
る
の
は
、「
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
歴
史
の
学
び
方
を
習
得）

4
（

」
す
る
と

い
う
授
業
の
方
法
で
あ
る
（
歴
史
教
育
に
お
い
て
は
統
一
し
て
「
資
料
」
と
表
記
さ

れ
る
が
、歴
史
学
の
立
場
か
ら
論
述
す
る
本
特
集
に
お
い
て
は
、引
用
以
外
で
は
「
史

料
」
と
表
記
す
る
）。
歴
史
総
合
の
教
科
書
冒
頭
の
「
歴
史
の
扉
」
に
は
「
歴
史
の

特
質
と
資
料
」
と
い
う
項
目
が
用
意
さ
れ
、「
日
本
や
世
界
の
様
々
な
人
々
の
歴
史

的
な
営
み
の
痕
跡
や
記
録
で
あ
る
遺
物
、
文
書
、
図
像
な
ど
の
資
料
を
活
用）

5
（

」
す
る

こ
と
や
「
複
数
の
資
料
の
関
係
や
異
同
に
着
目
し
て
、
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
情
報

の
意
味
や
意
義
、
特
色
な
ど
を
考
察
し
、
表
現
す
る
こ
と
」
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
的
事
実
が
史
料
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
教
育
現
場
に

お
い
て
歴
史
的
思
考
を
働
か
せ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
中

等
教
育
に
お
け
る
歴
史
教
育
は
、
諸
地
域
の
歴
史
的
事
象
を
体
系
的
に
理
解
す
る
、

コ
ン
テ
ン
ツ
重
視
の
教
育
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
歴
史
は
「
暗
記

科
目
」
と
呼
ば
れ
、
難
問
化
す
る
一
部
の
大
学
入
試
の
影
響
も
あ
っ
て
、
い
か
に
多

く
の
歴
史
用
語
を
正
確
に
暗
記
す
る
か
と
い
う
「
苦
役
」
を
高
校
生
に
強
い
る
こ
と

に
も
な
っ
た
。
そ
う
し
た
反
省
か
ら
、
歴
史
用
語
を
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
史
料

を
読
ん
で
歴
史
的
思
考
を
働
か
せ
る
能
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
、
つ
ま
り
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
の
育
成
が
教
育
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
よ
り
実
施

さ
れ
た
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
の
問
題
の
ほ
と
ん
ど
に
、
一
次
史
料
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
３　

ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
か
ら
の
貢
献

　　
史
料
に
基
づ
く
歴
史
教
育
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
優
れ
た
史
料
集
と
そ
れ
に
対

応
す
る
「
問
い
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
歴
史
総
合
」
の
教
科
書
や
図
表

な
ど
の
副
教
材
に
は
多
く
の
「
問
い
」
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
す
る
史
料
が
掲

載
さ
れ
る
も
の
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
主
体
的
、
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実

践
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
生
徒
か
ら
主
体
的
に
発
せ
ら
れ
る
「
問
い
」
を
重
視
す
る

こ
と
が
好
ま
し
く
、
そ
う
し
た
「
問
い
」
を
考
え
る
た
め
に
都
合
の
良
い
史
料
を
、

専
門
家
で
は
な
い
高
校
教
員
が
発
掘
し
て
教
材
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。ま
た
、

例
え
ば
「
な
ぜ
ド
イ
ツ
国
民
は
ヒ
ト
ラ
ー
を
支
持
し
た
の
か
？
」
と
い
っ
た
、
生
徒
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の
関
心
を
集
め
や
す
い
が
、
生
徒
の
主
体
的
な
思
考
か
ら
ヒ
ト
ラ
ー
賛
美
に
陥
り
か

ね
な
い
よ
う
な
題
材
を
、
ど
の
よ
う
に
史
料
で
考
え
さ
せ
る
の
か
と
い
う
、
学
習
者

の
主
体
性
と
倫
理
性
を
め
ぐ
る
難
問
も
あ
る）

6
（

。
ま
た
、
世
界
史
に
関
し
て
言
え
ば
、

一
次
史
料
に
当
た
る
た
め
に
は
外
国
語
か
ら
翻
訳
す
る
必
要
が
あ
り
、
高
校
教
育
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
史
料
と
そ
の
扱
い
方
は
、
新
し
い
教
育
方
法
を
求
め
る
歴
史
総
合
に

臨
む
現
場
の
教
員
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
高
校
歴

史
教
育
の
実
情
に
即
し
た
、
歴
史
研
究
者
の
提
示
す
る
史
料
集
は
ま
だ
少
な
く
、
依

然
と
し
て
歴
史
教
育
の
中
心
は
政
治
的
な
プ
ロ
セ
ス
や
国
際
政
治
、
経
済
シ
ス
テ
ム

に
偏
り
が
ち
で
あ
る）

7
（

。
さ
ら
に
、
史
料
を
提
供
し
た
と
し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
授

業
で
活
用
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
つ
ま
り
授
業
の
達
成
目
標
に
即

し
た
「
問
い
」
に
対
応
す
る
史
料
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
重
要
な
研
究
成
果
を
分
か

り
や
す
く
授
業
内
の
議
論
に
落
と
し
込
む
た
め
に
も
、
専
門
的
な
知
見
が
必
要
な
の

で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
か
ら
新
し
い
歴
史
教
育
に
ど
の

よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
現
代
史
に
お
い

て
も
多
く
の
原
史
料
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
研
究
者
向
け
の
側
面
が
強

く
、や
は
り
高
校
歴
史
教
育
に
向
け
た
教
材
の
作
成
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、

人
種
主
義
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
民
衆
感
情
と
い
っ
た
歴
史
総
合
が
求
め
る
「
現
代
的
な

諸
課
題
」
と
結
び
つ
け
や
す
い
歴
史
研
究
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
に
は
多

く
の
蓄
積
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
問
的
成
果
を
ど
の
よ
う
に
高
校
歴
史
教
育
に
接
続

で
き
る
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
本
特
集
で
は
ま
ず
西
山
論
文
が
、
ド
イ
ツ
現
代

史
研
究
に
お
け
る
「
複
眼
的
視
点
」
に
基
づ
く
史
料
集
作
成
に
つ
い
て
、
そ
の
理
論

と
実
践
に
お
け
る
諸
課
題
を
論
じ
る
。「
複
眼
的
視
点
」
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
ド

イ
ツ
の
歴
史
教
育
で
提
起
さ
れ
、
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
方
法
論
で
あ
る
が
、
歴
史

総
合
で
重
要
と
さ
れ
る
「
複
数
の
資
料
」
を
ど
う
読
み
取
ら
せ
る
か
と
い
う
問
題
に

も
、
実
践
的
な
解
決
法
を
提
供
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
続
い
て
小
野
寺
論
文
は
、
著

名
な
同
時
代
文
献
で
あ
り
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
を
題

材
と
し
て
学
生
自
ら
が
多
く
の
「
問
い
」
を
作
り
出
す
と
い
う
授
業
実
践
を
紹
介
す

る
。『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
は
高
校
生
に
と
っ
て
も
よ
く
知
ら
れ
た
題
材
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
「
問
い
」
を
作
り
出
す
と
い
う
学
生
の
取
り
組
み
は
、
歴
史
総
合
に
取
り
組

む
教
員
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
実
践
事
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
川
島
啓
一

氏
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
は
、
高
校
教
員
の
立
場
か
ら
本
特
集
が
ど
の
よ
う
に
高
校
歴
史

教
育
に
寄
与
し
う
る
の
か
を
示
す
意
義
が
あ
る
。
本
特
集
が
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
か

ら
歴
史
総
合
へ
の
架
け
橋
と
な
り
、有
益
な
議
論
を
生
み
出
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

注

  （
1
） 

君
島
和
彦
「
歴
史
総
合
と
は
ど
の
よ
う
な
科
目
か
」『
歴
史
地
理
教
育
』
第

八
八
〇
号
、
二
〇
一
八
年
、
六
二
頁
。

  （
2
） 

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
〇
年
告
示
）』
文
部
科
学
省
、
二
〇
一
八
年
、

五
六
頁
。

  （
３
） 

米
山
宏
史
「「
歴
史
総
合
」
―
―
そ
の
批
判
的
検
討
と
授
業
づ
く
り
を
考
え
る
」『
歴

史
地
理
教
育
』
第
八
八
一
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
〇‒

一
五
頁
。
井
ノ
口
貴
史

「「
歴
史
総
合
」
の
批
判
的
な
検
討
か
ら
創
造
的
実
践
へ
」『
歴
史
地
理
教
育
』
第

八
八
八
号
、二
〇
一
八
年
、五
四‒

六
一
頁
。
今
野
日
出
晴
「
内
面
化
さ
れ
る
「
規

範
」
と
動
員
さ
れ
る
「
主
体
」」『
歴
史
評
論
』
第
八
二
八
号
、
二
〇
一
九
年
、
五

‒

一
三
頁
。
西
村
嘉
髙
「
新
し
い
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
を
め
ぐ
っ
て
―
―
「
歴

史
総
合
」
を
中
心
に
―
―
」『
歴
史
学
研
究
』
第
九
七
九
号
、
四
五‒

五
二
頁
。
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  （
4
） 

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
〇
年
告
示
）
解
説　

地
理
歴
史
編
』
文
部

科
学
省
、
二
〇
一
八
年
、
一
二
三
頁
。

  （
5
） 
前
掲
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』
五
六
頁
。

  （
6
） 

北
村
厚
・
福
島
雅
淳
「
高
等
学
校
世
界
史
に
お
け
る
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
の

教
材
開
発
と
実
践
―
―
資
料
を
用
い
た
「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
」
教
材
開
発
に
関
す

る
一
考
察
―
―
」『
人
間
文
化
』
第
四
八
号
、
二
〇
二
一
年
、
四
一‒

四
二
頁
。

  （
7
） 

最
も
体
系
的
に
豊
富
な
史
料
を
収
録
し
て
い
る
の
は
歴
史
学
研
究
会
編
『
世
界
史

史
料
』
全
一
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年‒

二
〇
一
三
年
で
あ
り
、
優
れ
た

実
践
集
（
歴
史
学
研
究
会
編
『
史
料
か
ら
考
え
る
世
界
史
二
〇
講
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
）
も
編
ま
れ
て
い
る
が
、
史
料
が
政
治
史
に
偏
っ
て
い
た
り
、
条
約

や
法
律
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
も
の
が
多
く
、
高
校
生
が
思
考
を
働
か
せ
に
く

い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
他
方
で
歴
史
教
育
に
対
応
し
た
優
れ
た
史
料
集
と
し
て
、

三
成
美
保
・
姫
岡
と
し
子
・
小
浜
正
子
編
『
歴
史
を
読
み
替
え
る　

ジ
ェ
ン
ダ
ー

か
ら
見
た
世
界
史
』
大
月
書
店
、
二
〇
一
四
年
お
よ
び
、
久
留
島
典
子
・
長
野
ひ

ろ
子
・
長
志
珠
絵
編
『
歴
史
を
読
み
替
え
る　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
日
本
史
』

大
月
書
店
、
二
〇
一
五
年
が
あ
り
、
実
際
に
高
校
教
育
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い

る
（
川
島
啓
一
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
？

―
高
校
歴
史
教

育
の
現
場
か
ら
」『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』
第
一
四
号
、
六
九‒

八
五
頁
。

（
き
た
む
ら　

あ
つ
し 

・ 

神
戸
学
院
大
学
准
教
授
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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複
眼
視
点
に
も
と
づ
く
史
料
集
　
　
　

　
　
　
―
ド
イ
ツ
の
近
現
代
史
の
事
例
か
ら）

1
（

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
暁
義

　
　
　
　
１　

は
じ
め
に

　　

本
論
の
も
と
と
な
る
ド
イ
ツ
現
代
史
学
会
に
お
け
る
報
告
が
行
わ
れ
た
の
は

二
〇
二
〇
年
九
月
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
前
期
授
業
が
終
わ
り
、
後
期
が
始
ま
ろ

う
と
す
る
時
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
、
対
面
授
業
へ
の
回
帰

が
強
ま
り
つ
つ
も
、
同
時
双
方
向
、
あ
る
い
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
や
、
対
面
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
は
大
学
教
育
に
お
け
る
選
択

肢
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
短
期
間
の
や
む
を
得
な
い
方
策

と
考
え
ら
れ
た
も
の
が
、
二
年
間
と
長
期
に
及
ぶ
な
か
で
、
経
験
も
蓄
積
さ
れ
、
否

定
的
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
有
用
な
点
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
コ
ロ
ナ
以
前
に
お
け
る
歴
史
授
業
の
問
題
点
も
あ
ら
た

め
て
炙
り
出
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
史
料

集
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、紙
媒
体
の
み
な
ら
ず
、

あ
る
い
は
む
し
ろ
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
媒
体
に

お
い
て
よ
り
い
っ
そ
う
感
じ
取
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
近
現
代
史
を
専
門

と
し
、
授
業
を
行
う
者
で
あ
れ
ば
、
論
説
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
史
資
料
も
豊
富
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（bpb

）
を
参
照
し

た
こ
と
が
な
い
者
は
お
そ
ら
く
い
な
い
で
あ
ろ
う
し）

2
（

、
英
語
で
も
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の

ド
イ
ツ
歴
史
学
研
究
所
が
公
開
し
て
い
る
史
料
サ
イ
ト
、「
ド
イ
ツ
史
文
書
図
像
資

料
」
が
存
在
し
て
い
る）

3
（

。
規
模
は
別
と
し
て
も
、
こ
れ
に
類
似
し
た
日
本
語
の
サ
イ

ト
が
あ
れ
ば
、
資
料
作
成
だ
け
で
な
く
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
も
追
わ
れ
る
な
か
で
授

業
準
備
が
ど
れ
だ
け
効
率
的
に
行
え
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
慨
嘆
し
た
の
は
お
そ
ら
く

筆
者
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
出

版
社
ブ
ル
ー
ム
ズ
バ
リ
―
が
教
育
機
関
向
け
の
有
料
サ
イ
ト
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
歴

史
家
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ベ
ル
ガ
ー
ら
の
監
修
の
も
と
に
「
歴
史
：
理
論
と
方
法
」
を

開
設
す
る
な
ど
、
大
学
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
の
商
品
化
も
進

め
ら
れ
て
い
る）

4
（

。

　

紙
か
オ
ン
ラ
イ
ン
か
と
い
う
媒
体
の
問
題
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
措
く
と
し
て
、
上

述
の
通
り
、
史
料
集
の
編
集
は
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
近
年
の
傾
向
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
―
と
り
わ
け
映
画
や
博
物
館
と
い
っ
た
記
憶

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
―
学
生
の
関
心
を
喚
起
す
る
概
説
が（
お
も
に
各
国
史
の
形
で
）

出
版
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
知
識
を
伝
達
す
る
も
の
と
し

て
も
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
え
る
一
方
で
、
概
説
の
も
つ
叙
述
の
規
範
性
を
考

え
る
な
ら
ば
、
批
判
的
な
歴
史
的
思
考
力
の
涵
養
に
必
ず
し
も
つ
な
が
る
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
そ
こ
に
は
、
我
々
が
生
き
る
「
性
急
さ
の
時
代
」（
ス
ザ
ン
ヌ
・
マ

ー
チ
ャ
ン
ト）

5
（

）
の
な
か
で
、
か
え
っ
て
簡
に
し
て
要
を
得
た
「
解
答
」
や
コ
ン
パ
ク

ト
さ
へ
の
偏
重
を
促
進
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
は
け
っ
し
て
概
説
不
要
論
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
問
題
と
な
る

の
は
、
概
説
に
対
し
て
史
料
を
も
と
に
、
そ
し
て
史
料
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
。

　
　
　
　

２　

世
界
史
・
外
国
史
に
お
け
る
史
料
集
の
必
要
性

　　

い
う
ま
で
も
な
く
、「
史
料
か
ら
考
え
る
」
こ
と
は
二
◯
二
二
年
か
ら
始
ま
る
高

校
の
歴
史
教
育
に
お
け
る
重
要
な
改
革
の
一
つ
で
あ
り
、「
歴
史
総
合
」
や
「
世
界
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史
探
究
」
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
は
ず
の
）
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
当
た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
あ

え
て
史
料
集
の
重
要
性
を
強
調
す
る
意
義
を
以
下
三
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。一
つ
は
、

そ
も
そ
も
高
校
と
大
学
の
歴
史
教
育
を
同
一
に
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い

う
疑
問
に
つ
い
て
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
歴
史
授
業
の
実
践
が
学
習
指
導

要
領
の
改
正
に
よ
っ
て
一
変
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
教
育
方
法
を
大
学
に

お
い
て
身
に
つ
け
た
（
教
育
学
部
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
）
学
生
が
教
職
に
就
く
こ
と

で
定
着
し
て
い
く
と
い
う
中
長
期
的
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
す
で

に
こ
の
点
に
お
い
て
高
大
連
携
は
不
可
欠
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
他
方
、「
世
界
史

の
お
も
し
ろ
さ
に
触
れ
る
鍵）

6
（

」
で
あ
る
史
料
を
分
析
し
、
史
料
で
考
え
る
こ
と
は
、

授
業
内
容
に
お
い
て
自
由
度
の
高
い
大
学
に
お
い
て
よ
り
本
格
的
に
実
践
可
能
で
あ

り
、
そ
れ
は
ゼ
ミ
な
ど
の
少
人
数
科
目
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
大
人
数
の
講
義
系
科
目

に
お
い
て
も
導
入
や
展
開
、
あ
る
い
は
発
展
的
課
題
な
ど
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
活
用

す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
に
お
い
て
も
知
識
の
伝
達
に
重
点

が
置
か
れ
、
史
料
分
析
や
思
考
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
付
随
す
る
副
次
的
な
も
の
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
こ
の
こ
と
は
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
・
共
通
テ
ス
ト
に
お
け
る
世

界
史
（
A
・
B
）
受
験
者
が
、
日
本
史
や
地
理
と
比
べ
て
少
数
派
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。「
歴
史
総
合
」
の
導
入
の
き
っ
か
け
で
あ
る
二
◯

◯
七
年
の
「
世
界
史
未
履
修
問
題
」
以
降
も
世
界
史
必
修
は
維
持
さ
れ
た
も
の
の
、

二
〇
二
〇
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
初
回
に
お
け
る
地
歴
三
科
目
（
B
）
の
受
験
者
数

は
、
世
界
史
：
日
本
史
：
地
理
＝
九
：
一
六
：
一
四
（
万
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
皮

肉
な
こ
と
に
、
世
界
史
を
必
修
化
し
た
一
九
八
九
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
翌
年

の
一
九
九
〇
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
三
科
目
そ
れ
ぞ
れ
の
受
験
者
数
は
ほ
ぼ

一
二
万
人
と
拮
抗
し
て
い
た
の
が
、
冷
戦
終
結
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
た
平

成
時
代
に
お
い
て
、
日
本
史
〉
地
理
〉
世
界
史
の
序
列
が
急
速
に
固
定
化
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る）

7
（

。
ま
た
、
筆
者
が
勤
め
る
私
大
「
国
際
学
部
」
に
お
い
て
も
、
日
本

史
受
験
者
が
世
界
史
受
験
者
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
大
学
に
お
け
る
世
界
史
に
か
ん
す
る
講
義
に
お
い
て
は
、
視
野
を
広
げ
た
り
、

見
方
を
ひ
っ
く
り
返
す
以
前
に
、
土
台
と
な
る
知
識
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
労
力
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
、
と
り
わ
け
文
書
史
料
の
場
合
は
翻
訳
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
史
料
活
用
に
お
け
る
語
学
の
壁
と
し
て
も
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
第
一
次

世
界
大
戦
下
の
社
会
情
勢
の
「
生
史
料
」
と
し
て
当
時
の
新
聞
記
事
の
コ
ピ
ー
は
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
授
業
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
明

治
か
ら
昭
和
初
期
の
戦
時
下
の
日
本
の
社
会
に
つ
い
て
同
様
の
実
践
は
可
能
で
あ
る

が
、
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
授
業
に
お
い
て
は
高
校
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
大
学
に
お
い
て
も
容
易
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
に
は
、
既
存
の
世
界
史
の
教
科
書
や
資
料
集
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
図
像
、
文
書

史
料
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
一
二
巻
に
お
よ
ぶ
歴
史
学
研
究
会
編

の
世
界
史
史
料
も
あ
る
で
は
な
い
か）

8
（

、
と
い
う
反
論
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
そ
の
史
料
の
役
割
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

第
三
の
、
そ
し
て
本
論
に
お
い
て
中
核
と
な
る
点
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら

の
史
料
の
多
く
は
本
文
テ
キ
ス
ト
を
例
証
、
確
認
す
る
機
能
を
有
し
、
そ
れ
自
体
意

味
は
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
史
料
そ
の
も
の
「
を
」、
そ
し
て

史
料
「
か
ら
」
考
え
る
契
機
を
十
分
に
与
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
点
、
た
と
え
ば
二
◯
一
五
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
全
四
巻

で
刊
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
通
歴
史
教
科
書
の
仕
様
書
に
お
い
て
は
、

「
本
文
記
述
は
支
配
的
と
は
な
ら
ず
、
文
書
・
図
像
史
料
と
緊
張
関
係
の
も
と
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に
置
か
れ
、
論
争
的
な
判
断
（
コ
メ
ン
ト
）
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
与
え
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
…
）
史
料
は
本
文
の
記
述
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
補
足
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
矛
盾
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
生
徒
に
は
自
立
的
か
つ
批
判
的
に
そ
れ
ら
と
取
り
組
む
可
能
性
が
与
え

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る）

9
（

。」

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本
文
記
述
と
史
料
の
関
係
が
よ
り
対
等
な
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
を
異
な
る
（
高
校
）
教
科
書
文
化
の
な
か
に
安
直
に
「
輸
入
」

す
る
こ
と
は
混
乱
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
が
、
史
料
の
多
機
能
性
、
と
り
わ
け
本
文

記
述
に
整
合
し
な
い
視
点
を
提
示
す
る
史
料
の
提
示
は
、
こ
こ
で
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
批
判
的
な
歴
史
思
考
力
を
形
成
す
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
提
起
し
た
い
の
が
、「
複
眼
的
視
点M
ultiperspektivität

」

に
も
と
づ
く
史
料
集
の
作
成
で
あ
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
こ
の
概
念
と
そ
の
方
法
論

に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　　
　
　
　

３　

歴
史
教
育
に
お
け
る
「
複
眼
的
視
点
」

　　

歴
史
教
育
に
お
け
る
「
複
眼
的
視
点
」
は
、
一
九
七
〇
年
代
ご
ろ
か
ら
（
西
）
ド

イ
ツ
の
歴
史
教
育
学
に
お
い
て
議
論
さ
れ
、
一
九
九
◯
年
以
降
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）
10
（

。
ド
イ
ツ
の
先
駆
性
は
、
政
治
教
育
に
お

け
る
「
ボ
イ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
合
意
」（
一
九
七
六
年
）、
と
く
に
「
学
問
と
政
治
に
お

い
て
議
論
の
あ
る
こ
と
は
、
授
業
に
お
い
て
も
議
論
の
あ
る
も
の
？
と
し
て
扱
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
…
）
多
様
な
視
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
他
の
選
択
肢
が

隠
さ
れ
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
が
言
及
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
、（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
）

教
化
が
始
ま
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
「
論
争
性K

ontroversität

」
原
則
と
も
関
連

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）
11
（

。
た
だ
し
、
知
識
伝
達
偏
重
に
対
す
る
不
満
は
同
じ
時
期

に
他
国
に
お
い
て
も
観
察
さ
れ
、
そ
れ
が
一
九
九
〇
年
代
、
そ
し
て
二
一
世
紀
に
入

り
「
複
眼
的
視
点
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
国
境
横
断
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
バ
ル
カ
ン
諸
国
に
お
け
る
共
通
歴
史
教
材
や
す
で
に
言

及
し
た
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
間
の
共
通
歴
史
教
科
書
の
作

成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
国
境
内
部
に
お
い
て
も
、
多
文
化
社
会
に
お

け
る
市
民
的
能
力
（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
を
育
む
う
え
で
、「
複
眼
的
視
点
」
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る）
12
（

。
ド
イ
ツ
は
周
知
の
と
お
り
公
教
育
は
連
邦
州
の
管

轄
で
あ
る
が
、
各
州
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
「
複
眼
的
視
点
」
は
歴
史
教
育
に

お
け
る
重
要
な
理
念
と
さ
れ
て
い
る）
13
（

。

　
「
複
眼
的
視
点
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
定
義
、
方
法
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
主

張
、
解
釈
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
分
野
の
第
一
人
者
と
し
て
衆
目
の
一
致
す
る
の
が
、

『
複
眼
的
視
点
―
歴
史
を
自
ら
考
え
る
』（
二
〇
〇
〇
年
刊
）
の
著
者
で
も
あ
る
、
ド

イ
ツ
の
歴
史
教
育
学
者
ク
ラ
ウ
ス
・
ベ
ル
ク
マ
ン
（
一
九
三
八

－

二
◯
◯
二
年
）
で

あ
る）
14
（

。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
複
眼
的
視
点
と
は
歴
史
的
状
況
を
そ
こ
に
参
加
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
直
面

し
た
人
び
と
の
様
々
な
視
点
か
ら
叙
述
し
、
考
察
す
る
歴
史
学
習
の
原
則
で

あ
る
。
歴
史
の
複
合
的
な
情
勢
の
な
か
で
行
動
し
、
受
苦
す
る
人
び
と
は
そ

の
状
況
を
異
な
る
形
で
認
識
し
、
状
況
に
対
し
て
異
な
る
意
図
を
も
っ
て
働

き
か
け
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
相
違
は
何
よ
り
も
支
配
の
文
脈
、

男
女
と
い
う
性
的
帰
属
、
利
害
、
あ
る
い
は
宗
教
や
そ
の
他
の
確
信
の
な
か

に
存
在
し
て
い
た
。
生
徒
た
ち
は
こ
の
異
な
る
視
点
と
向
か
い
合
い
、
歴
史

的
思
考
の
行
為
に
お
い
て
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る）
15
（

。」
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こ
の
よ
う
に
、「
複
眼
的
視
点
」
と
は
歴
史
認
識
に
お
け
る
主
観
性
（
＝
視
点
）

を
前
提
と
し
、
歴
史
に
お
け
る
知
の
客
観
性
が
間
主
観
的
な
検
証
と
い
う
行
為
に
よ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
経
験
的
に
学
び
と
る
こ
と
に
教
育
的
な
意

義
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
他
者
の
認
識
、
感
情
、
価
値
観

の
視
点
を
認
識
す
る
こ
と
」
が
、「
自
分
の
視
点
を
内
省
し
、
他
者
の
目
を
通
し
て

自
ら
を
観
る
こ
と
」
に
な
る
と
い
う
再
帰
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る）
16
（

。
そ
の

う
え
で
ベ
ル
ク
マ
ン
は
、
学
習
過
程
と
し
て
、(

一)

史
料
に
登
場
、
発
言
す
る
主

体
の
視
点
を
引
き
受
け
て
考
察
す
る
作
業
に
よ
っ
て
、
過
去
の
視
点
の
復
元
を
試
み

る
こ
と
に
よ
る
、
理
解
と
共
感
の
訓
練
、(

二)

過
去
の
視
点
を
そ
の
歴
史
的
文
脈

に
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
る
、
枠
組
み
条
件
の
説
明
の
訓
練
、(

三)

過
去
の
現
実

の
再
構
成
が
一
つ
の
解
釈
で
あ
り
、
異
な
る
見
解
に
至
り
う
る
と
い
う
状
況
を
理
解

す
る
こ
と
、(

四)

そ
の
よ
う
な
解
釈
作
業
は
、
自
ら
の
主
観
的
視
点
と
直
接
的
に

関
連
し
て
い
る
と
い
う
状
況
の
経
験
、(

五)

そ
の
時
代
に
生
き
る
人
々
の
行
為
と

受
苦
を
事
実
と
価
値
の
判
断
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
熟
慮
し

た
う
え
で
の
判
断
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
と
い
う
五
つ
を
挙
げ
て
い
る）
17
（

。

　

た
だ
し
、「
複
眼
的
視
点
」
は
取
り
上
げ
る
時
代
、
出
来
事
の
当
事
者
の
視
点
に

お
け
る
複
数
性
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
上
記(

三)

〜(
五)
が
示
唆

す
る
よ
う
に
、
後
世
の
人
間
が
異
な
る
視
点
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
、
解
釈
す
る
の

か
、
そ
し
て
過
去
の
解
釈
が
現
代
社
会
の
指
針
と
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
マ
ン
は
こ
れ

を
「
同
時
代
」、「
歴
史
解
釈
」、
そ
し
て
「
記
憶
文
化
」
の
三
つ
の
次
元
と
し
て
提

示
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
オ
ラ
ン
ダ
の
社
会
教
育
学
者
ワ
ン
シ
ン
ク
ら
も
、「
三
つ

の
時
間
軸tem

poralities

」
と
し
て
、「
歴
史
的
な
視
点
取
りhistorical perspective 

taking

」、「
歴
史
学
的
な
視
点
取
りhistoriographical perspective taking

」、「
現

代
的
な
視
点
取
りcontem

porary perspective taking

」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が）
18
（

、

お
お
よ
そ
ベ
ル
ク
マ
ン
の
三
つ
の
次
元
と
一
致
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
理
念
型
で
あ
り
、実
際
に
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

歴
史
研
究
に
お
け
る
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
や
記
憶
文
化
の
変
化
が
新
た
な
史
料
の
発

掘
を
促
す
と
い
う
よ
う
に
、時
間
の
流
れ
に
逆
行
す
る
形
で
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
関
連
性
も
三
つ
の
次
元
・
時
間
軸
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
視
化
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
教
育
的
有
用
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
実
際
、

前
述
の
歴
史
映
画
や
博
物
館
、
記
念
碑
な
ど
を
導
入
、
切
り
口
と
し
た
概
説
で
は
、

第
三
の
次
元
・
時
間
軸
か
ら
第
一
、
第
二
の
次
元
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
は
授
業
実
践
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
て
い
る
手
法
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
と
り
わ
け
第
二
の
次
元
は
日
本
の
高
校
、
大
学
教
育
に
お
け
る
プ
レ

ゼ
ン
ス
は
希
薄
で
あ
り
、
教
科
書
の
な
か
に
歴
史
家
の
異
な
る
解
釈
が
提
示
さ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
し
か
に
史
学
史
や
研
究
史
は
抽
象
度
が
高
く
、
そ
れ
と

の
取
り
組
み
は
第
一
の
次
元
よ
り
も
複
雑
か
も
し
れ
な
い
が
、
解
釈
が
な
ぜ
複
数
あ

り
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
な
ぜ
有
力
と
目
さ
れ
る
解
釈
が
変
化
し
た
の
か
に
つ
い
て

考
え
る
う
え
で
は
、
必
要
な
手
続
き
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
の
教
材
資
料
レ
ベ
ル

で
の
欠
落
が
、
二
◯
一
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
論
点
・
西
洋
史
学
』
に
対
す
る
注
目

の
高
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う）
19
（

。
こ
の
研
究
者
に
よ
る
論
点
整
理
か
ら
さ
ら

に
一
歩
進
め
れ
ば
、
歴
史
解
釈
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
を
読
解
し
、
突
き
合
わ
せ
る

よ
う
な
（
エ
ッ
セ
ン
ス
の
抜
粋
と
し
て
の
）
史
料
の
提
示
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

４　
「
複
眼
的
視
点
」
の
課
題
と
問
題
点

　　

あ
ら
ゆ
る
教
育
方
法
と
同
様
、「
複
眼
的
視
点
」
に
も
リ
ス
ク
や
副
作
用
な
ど
の

問
題
、
課
題
が
存
在
す
る
。
ベ
ル
ク
マ
ン
の
学
習
過
程(

一)

の
過
去
の
当
事
者
の

視
点
を
引
き
受
け
る
点
に
つ
い
て
は
、「
私
」
と
い
う
一
人
称
で
過
去
を
再
構
成
す
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る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
日
記
を
書
く
、
新
聞
に
投
書
す
る
と
い
っ

た
仮
想
的
な
課
題
、
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
作
成
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
は
実
際
に
ド
イ
ツ
の
高
校
歴
史
教
科
書
に
も
み
ら
れ
る
手

法
で
あ
る
が
、
歴
史
の
な
か
で
沈
黙
し
た
人
び
と
に
声
を
与
え
る
行
為
が
、
学
習
者

の
現
在
主
義
的
な
思
い
込
み
を
不
可
避
的
に
混
入
さ
せ
、か
え
っ
て
史
実
（
歴
史
学
）

と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
歴
史
文
学
）
と
の
境
界
を
曖
昧
に
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
、
む
し
ろ
声
な
き
人
び
と
が
沈
黙
し
た
事
実
そ
の
も
の
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
歴
史
上
の
主
体
へ
の
理
解
・
共
感
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
と
も
連
動
す
る
と
（
こ
こ
に
は
理
解
・
共
感
困
難
な
人
物
に
対
す
る
嫌
悪
・

反
感
を
含
む
）、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

っ
た
懸
念
や
批
判
も
み
ら
れ
る
。
最
後
者
に
つ
い
て
は
年
齢
層
も
関
わ
る
心
理
的
要

素
を
含
む
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
前
二
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ

る(

二)

の
時
代
の
制
約
条
件
、
文
脈
へ
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
向
き
合
う
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
、
史
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
界
線
に
つ
い
て
自
覚

的
と
な
り
、
歴
史
文
学
や
映
画
を
そ
れ
自
体
と
し
て
評
価
す
る
能
力
を
涵
養
す
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う）
20
（

。

　

こ
の
時
代
の
制
約
条
件
、
文
脈
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
概
説
な
ど
に
よ
っ
て
提

供
さ
れ
る
知
識
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
多
様
な
視
点
自
体
も
、
私
た

ち
が
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
お
い
て
重
要
と
み
な
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
―
ベ
ル
ク
マ
ン
の

上
記
引
用
に
は
、
支
配
権
力
構
造
の
な
か
の
位
置
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
経
済
的
利
害
、

宗
教
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
―
に
沿
っ
て
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
の
解
釈
が

多
様
で
あ
り
変
動
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
突
き
詰
め
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
文
脈
」
や

「
背
景
」
も
ま
た
一
つ
の
解
釈
に
基
づ
い
て
お
り
、「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
支
点
」
は
存

在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
．
に
引
用
し
た
、
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
通

教
科
書
の
仕
様
書
に
お
け
る
本
文
記
述
に
対
す
る
論
争
的
判
断
の
可
能
性
の
付
与
は

こ
の
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
高
度
な
学
習
課
題
と
い

う
べ
き
で
あ
り
、
同
教
科
書
が
対
象
と
す
る
中
学
校
レ
ベ
ル
の
生
徒
、
そ
し
て
彼
ら

に
教
え
る
教
員
に
と
っ
て
果
た
し
て
可
能
で
あ
る
の
か
疑
問
が
残
る
が
、
少
な
く
と

も
大
学
の
講
義
・
演
習
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
実
践
は
不
可
能
で
は
な
く
、
む
し
ろ
必
要

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
「
複
眼
的
視
点
」
に
対
す
る
批
判
と
し
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
が
、

誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
多
様
性
の
陳
腐
な
確
認
や
相
対
主

義
の
カ
オ
ス
に
陥
る
危
険
性
で
あ
る）
21
（

。
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
の
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
な
ど
現
代
社
会
に
お
い
て
高
度
に
モ
ラ
ル
的
な
意
味
を
も
つ
歴
史
事
象
を
め
ぐ
っ

て
、
視
点
の
複
数
性
が
提
示
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
両
論
併
記
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
歴

史
修
正
主
義
」
を
も
等
価
な
も
の
と
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
、と
い
う
点
で
あ
る
。

実
際
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
研
究
の
立
場
か
ら
は
、「
教
育
学
の
一
部
に
お
い
て
は
、
規

範
的
な
価
値
志
向
の
不
可
欠
な
立
場
に
、
複
眼
的
視
点
や
多
様
性
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
さ

れ
た
文
化
・
価
値
相
対
主
義
が
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
根
本

に
お
い
て
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
主
題
化
に
と
っ
て
致
命
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
う
る
も

の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
と
っ
て
視
点
的
、
文
化
的
、
多
様
な

正
当
化
な
ど
は
存
在
せ
ず
、
そ
れ
は
つ
ね
に
誤
り
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
の
指
摘

も
あ
る）
22
（

。
た
と
え
ば
、
ナ
チ
に
対
す
る
国
民
の
支
持
に
つ
い
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ

り
も
経
済
的
な
動
機
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
言
が
史
料
の
一
つ
と
し
て
提
示
さ
れ

た
場
合
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
「
相
対
化
」
へ
と
導
く
ナ
チ
支
持
の
「
多
様
性
」
と
解

釈
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
ベ
ル
ク
マ
ン
の

学
習
過
程
の(

五)

に
お
け
る
価
値
判
断
に
よ
っ
て
、
共
犯
的
関
係
性
と
し
て
「
つ

ね
に
誤
り
で
あ
る
」
と
規
範
的
に
断
罪
さ
れ
る
べ
き
な
る
の
か
。
先
述
の
オ
ラ
ン
ダ

の
ワ
ン
シ
ン
ク
ら
の
研
究
は
、「
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
」、「
奴
隷
制
」、「
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
の
授
業
を
比
較
分
析
す
る
な
か
で
、
遠
い
時
代
の
「
冷
め



ゲシヒテ第 15号　46

た
テ
ー
マ
」
で
あ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
」
の
方
が
複
眼
的
視
点
を
展
開
し
や
す

く
、
近
い
時
代
で
現
代
オ
ラ
ン
ダ
社
会
の
記
憶
文
化
を
規
定
す
る
「
熱
い
テ
ー
マ
」

で
あ
る
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
で
は
開
放
性
の
ス
ペ
ー
ス
は
縮
小
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
教
員
の
学
級
運
営
能
力
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
習
熟
、
生
徒
の
社
会

文
化
的
出
自
の
構
成
な
ど
、
他
の
要
因
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
る）
23
（

。
こ
れ
ら
の
知
見

は
、
お
も
に
史
料
集
よ
り
は
中
等
教
育
に
お
け
る
授
業
実
践
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ

る
が
、
史
料
集
が
使
わ
れ
る
環
境
や
、
掲
載
史
料
が
脱
文
脈
化
さ
れ
て
利
用
さ
れ
る

危
険
性
を
考
え
れ
ば
、
十
分
に
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

５　

複
眼
的
視
点
に
も
と
づ
く
史
料
集
の
作
成
に
向
け
て

　　

歴
史
教
育
に
お
い
て
複
眼
的
視
点
を
導
入
、
展
開
す
る
場
合
、
ど
の
層
を
対
象
と

す
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
史
料
集
に
も
当

て
は
ま
る
。
現
在
、
筆
者
が
科
研
基
盤
研
究
（
B
）
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

こ
の
複
眼
的
視
点
に
も
と
づ
く
ド
イ
ツ
近
現
代
史
の
史
料
集
の
作
成
で
あ
る
が）
24
（

、
そ

こ
で
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
高
校
の
「
世
界
史
探
究
」
か
ら
大
学
の
講
義
、
専
門
の
演
習

ま
で
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ど
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
有
用
と
な
る
最
大
公
約
数
は
、
ド
イ
ツ
近
現
代
史
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
同
時
代
的
視
点̶

た
だ
し
視
点
は
ド
イ
ツ
内

部
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
―
か
ら
の
史
料
を
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
も
の
と

し
、
比
較
分
析
に
よ
る
相
違
点
や
関
連
性
の
発
見
を
促
す
形
で
配
置
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
際
、
そ
の
史
料
は
手
紙
や
日
記
、
回
想
録
と
い
っ
た
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
が
、
歴
史
主
体
の
視
点
の
引
き
受
け
と
い
う
観
点
か
ら
は
望
ま
し
い
が
、
他
に
も

裁
判
文
書
や
監
視
記
録
、
新
聞
記
事
な
ど
の
文
書
史
料
に
加
え
、
風
刺
画
な
ど
の
図

像
資
料
も
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
的
特
性
に
つ
い
て
の
解
説
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
文
書
史
料
に
対
し
て
軽
視
さ
れ
が
ち
な
モ
ノ
（
遺
物
）

が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
主
題
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い）
25
（

。
第
二
の
次
元
に
つ
い

て
は
、
過
去
の
歴
史
教
科
書
や
歴
史
家
の
言
説
、
第
三
の
次
元
に
つ
い
て
は
記
憶
文

化
を
め
ぐ
る
言
説
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら

を
ど
の
よ
う
に
切
り
出
し
、
そ
し
て
同
一
次
元
内
、
次
元
間
横
断
で
資
料
を
組
合
わ

せ
、
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
課
題
を
設
定
す
る
か
が
鍵
と
な

る
。
む
ろ
ん
、
掲
載
さ
れ
る
史
料
は
「
石
切
り
場
」
的
に
、
個
々
の
教
員
に
よ
る
独

自
の
問
題
設
定
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
が
、
立
て
ら
れ
う
る

問
い
を
示
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
の
多
く
は
、『
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
共
通
歴
史
教
科
書
』
の
翻
訳

に
よ
っ
て
、
日
本
語
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
先
例
が
存
在
し
て
い
る）
26
（

。
た
だ
し
、

史
料
集
と
い
う
点
で
は
教
科
書
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
制
約
の
な
か
で
、
複
眼
的

視
点
を
全
面
的
に
展
開
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
方
、
歴
史
教
育
に
お
け
る

複
眼
的
視
点
に
つ
い
て
一
日
（
以
上
）
の
長
が
あ
る
ド
イ
ツ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
史

料
付
き
教
材
が
テ
ー
マ
ご
と
に
刊
行
さ
れ
て
い
る）
27
（

。
こ
れ
ら
も
史
料
集
の
構
成
や
内

容
の
精
緻
化
の
た
め
に
参
照
、
分
析
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
自
ら
の
講
義

や
演
習
も
ま
た
実
験
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
と
も
と
筆
者
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
想
す
る
に
至
っ
た
動
機
は
、
ど
う

す
れ
ば
退
屈
そ
う
に
講
義
を
聞
い
て
い
る
学
生
が
一
人
で
も
減
り
、
演
習
に
主
体
的

に
参
加
す
る
学
生
が
増
え
る
の
か
、
と
い
う
素
朴
だ
が
切
実
な
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
個
人
的
な
資
質
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
授
業
準
備
に
充
て
ら
れ
る
時
間
が
限
ら
れ
、
む
し
ろ

減
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
個
人
の
「
職
人
技
」
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
集
合
的
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
が
こ
の
史
料
集
で
あ
る
と
考
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え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
た
ん
な
る
教
育
的
な
観
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
眼
的
視
点

が
投
げ
か
け
る
問
い
か
け
は
、
自
ら
の
研
究
に
お
け
る
論
理
構
成
（
史
料
の
取
捨
選

択
、
比
重
の
か
け
方
）
や
そ
の
手
続
き
の
よ
り
自
覚
的
な
振
り
返
り
や
問
い
直
し
を

通
し
て
、
リ
サ
ー
チ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
に
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭

に
挙
げ
た
欧
米
の
サ
イ
ト
に
比
べ
れ
ば
、き
わ
め
て
さ
さ
や
か
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

ド
イ
ツ
近
現
代
史
と
い
う
限
ら
れ
た
領
域
を
イ
ン
テ
ン
シ
ヴ
に
開
拓
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
具
体
的
な
事
例
を
示
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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二
◯
日
ア
ク
セ
ス
）、
二
四
分
二
◯
秒
以
降
。

  （
5
） Suzanne M

archand, “C
elebrating ‘B

oring’ Ideas in the A
ge of Im

patience: 

The N
ineteenth C

entury in Intellectual and C
ultural H

istory”, in: C
entral 

European H
istory 51 (2018), pp.662-666, 662. 

ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
史
家
マ

ー
チ
ャ
ン
ト
は
こ
こ
で
、
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ス
ボ
ー
ム
が
二
一
世
紀
初
め
の
現

代
史
を
執
筆
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
題
名
は
「
性
急
さ
の
時
代the age of 

im
patience

」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
現

象
と
し
て
、
教
員
・
学
生
間
に
お
い
て
簡
潔
な
回
答
を
求
め
る
大
学
の
教
育
学
修

文
化
や
、
出
版
社
に
よ
る
短
編
の
書
籍
へ
の
志
向
、
ニ
ュ
ー
ス
の
「
ツ
ィ
ー
ト
化
」

な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

  （
６
） 

歴
史
学
研
究
会
編『
史
料
か
ら
考
え
る
世
界
史
二
〇
講
』岩
波
書
店
、二
◯
一
四
年
、

ま
え
が
き
、
v.

  （
7
） 

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
「
セ
ン
タ
ー
試
験
志
願
者
数
・
受
験
者
数
・
平
均
点
の
推

移
」（
二
〇
二
〇
年
度
共
通
テ
ス
ト
を
含
む
）https://w

w
w

.dnc.ac.jp/center/suii/

index.htm
l （

二
〇
二
二
年
一
月
二
◯
日
ア
ク
セ
ス
）

  （
8
） 

歴
史
学
研
究
会
編
『
世
界
史
史
料
』
全
一
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
◯
◯
六‒

二
◯

一
三
年
。

  （
9
） G

em
einsam

e D
eutsch-Polnische Schulbuchkom

m
ission, Em

pfehlungen, 

G
öttingen 2012, S. 19. 

ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
通
歴
史
教
科
書
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
拙
稿
を
参
照
。
西
山
暁
義
「
独
仏
・
独
ポ
共
通
歴
史
教
科
書
と
複
眼
的
視

点
の
可
能
性
」
名
嶋
義
直
・
神
田
靖
子
編
『
右
翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
市

民
性
教
育
』
明
石
書
店
、
二
〇
二
〇
年
、
三
五
四‒

三
七
四
頁
。

  （
10
） R

obert Stradling, M
ultiperspectivity in history teaching: a guide for teachers, 

Strasbourg 2003, pp.9-10. https://rm
.coe.int/0900001680493c9e 

（
二
〇
二
二

年
一
月
二
◯
日
ア
ク
セ
ス
）
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  （
11
） 

近
藤
孝
弘
『
ド
イ
ツ
の
政
治
教
育
―
成
熟
し
た
民
主
社
会
へ
の
課
題
』
岩
波
書
店
、

二
◯
◯
五
年
、
四
六
頁
。

  （
12
） Stefan B

enz, „M
ultiperspektivität. Vom

 Prinzip des G
eschichtsunter-

richts zum
 Schlüsselkonzept der interkulturellen K

om
petenz“, in: Thom

as 

Sandkühler u.a. (H
g.), G

eschichtsunterricht im
 21. Jahrhundert. Eine 

geschichtsdidaktische Standortbestim
m

ung, G
öttingen 2018, S. 295-312.

  （
13
） 

西
山
「
外
国
史
教
育
に
お
け
る
複
眼
的
史
料
集
の
可
能
性
」、
五
二‒

五
四
頁
。

  （
14
） K

laus B
ergm

ann, M
ultiperspektivität. G

eschichte selber denken, Schw
albach/

Ts. 2000.

  （
15
） K

laus B
ergm

ann, „M
ultiperspektivität“, in: U

lrich M
eyer, H

ans-Jürgen Pan-

del und G
erhard Schneider (H

g.), H
andbuch M

ethoden im
 G

eschichtsunter-

richt, Schw
allbach/Ts. 2007, S. 65-77, 65.

  （
16
） B

ergm
ann, „M

ultiperspektivität“, S. 65-66.

  （
17
） B

ergm
ann, „M

ultiperspektivität“, S. 41.

  （
18
） B

jorn W
ansink, Sanne A

kkerm
an, Itzél Zuiker and Theo W

ubbels, “W
here 

D
oes Teaching M

ultiperspectivity in H
istory Education B

egin and End? 

A
n A

nalysis of the U
ses of Tem

porality”, in: Theory &
 Research in Social 

Education 46 (2018), pp.495-527.

  （
19
） 

金
澤
周
作
監
修
、
藤
井
崇
ほ
か
編
『
論
点
・
西
洋
史
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
九
年
。

  （
20
） M

artin Lücke, „M
ultiperspektivität, K

ontroversität, Pluralität“, in: M
ichele 

B
arricelli und M

artin Lücke (H
g.), H

andbuch Praxis des G
eschichtsunter-

richts 1, Schw
allbach/Ts. 22017, S. 281-288, hier 288.

  （
21
） 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
中
学
校
の
歴
史
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
複
眼
的

視
点
」
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
シ
ラ
バ
ス
に
明
記
さ
れ
つ
つ
も
、
教
壇
に
立
つ
教
員

は
閉
じ
ら
れ
た
因
果
関
係
の
説
明
に
も
と
づ
き
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
一
因
と
し

て
、
明
確
な
答
え
を
求
め
る
生
徒
の
要
求
へ
の
対
応
を
指
摘
し
て
い
る
。Joakim

 

W
endell, “H

istory Teaching betw
een M

ultiperspectivity and a Shared Line of 

R
easoning: H

istorical Explanations in Sw
edish C

lassroom
s”, in: Nordidactica. 

Journal of H
um

anities and Social Science Education, 2018:4 pp. 136-159, 

156. 

  （
22
） Sam

uel Salzborn &
 A

lexandra K
urth, A

ntisem
itism

us in der Schule. 

E
rkenntnisstand und H

andlungsperspektiven. W
issenschaftliches 

G
utachten, 2019, S. 22. https://w

w
w

.tu-berlin.de/fileadm
in/i65/D

okum
ente/

A
ntisem

itism
us-Schule.pdf （

二
〇
二
二
年
一
月
二
◯
日
ア
ク
セ
ス
） 

  （
23
） B

jorn W
ansink et al., “W

here D
oes Teaching M

ultiperspectivity”, pp.500-501. 

  （
24
） 

他
に
、
芦
部
彰
、
小
野
寺
拓
也
、
河
合
信
晴
、
小
林
繁
子
、
佐
藤
公
紀
、
鈴
木
直

志
、
辻
英
史
、
森
田
直
子
が
研
究
分
担
者
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
本
稿
に
は
初

年
度
で
あ
る
二
〇
二
一
年
度
に
本
科
研
内
で
行
わ
れ
た
議
論
も
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。

  （
25
） 

た
と
え
ば
、
戦
争
や
強
制
移
住
に
お
い
て
残
さ
れ
た
・
捨
て
ら
れ
た
モ
ノ
の
史
料

的
価
値
に
つ
い
て
、
以
下
を
参
照
。Leora A

uslander and Tara Zahra, O
bjects 

of W
ar: The M

aterial C
ulture of C

onflict and D
isplacem

ent, Ithaca 2018.

こ

れ
は
博
物
館
に
お
け
る
展
示
（
日
本
で
も
た
と
え
ば
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
広
島
平

和
記
念
資
料
館
な
ど
に
み
ら
れ
る
）
と
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
こ
の
博
物
館
展
示
に
つ
い
て
も
、「
テ
ン
プ
ル
」（
顕
彰
・
慰
霊
）
と
「
フ

ォ
ー
ラ
ム
」（
討
論
）
の
場
と
し
て
の
機
能
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
後
者
の
立
場
か
ら
予
定
調
和
と
な
ら
な
い
「
複
眼
的
視
点
」
の

展
示
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。C

f. A
nna C

ento B
ull, Eleanor R

ew
ley, 

and Zofia W
óycicka, “W

ar M
useum

s and A
gonistic M

em
ory: A

 R
eport”, in: 
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M
useum

 W
orlds. Advances in Research 6 (2018), pp. 112-124.

  （
26
） 
ペ
ー
タ
ー
・
ガ
イ
ス
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ル
・
カ
ン
ト
レ
ッ
ク
編
（
福
井
憲
彦
・
近
藤

孝
弘
監
訳
）『
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
共
通
歴
史
教
科
書 

現
代
史 1945

年
以
降
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
同
『
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
共

通
歴
史
教
科
書 
近
現
代
史 

ウ
ィ
ー
ン
会
議
か
ら1945

年
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
世
界
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
六
年
。

  （
27
） 

代
表
的
な
も
の
は
、
教
育
出
版
社
ヴ
ォ
ッ
ヘ
ン
シ
ャ
ウ
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

る
、“ G

eschichtsunterricht praktisch”

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。https://w
w

w
.

w
ochenschau-verlag.de/R

eihe/G
eschichtsunterricht-praktisch 

（
二
〇
二
二
年

一
月
二
〇
日
ア
ク
セ
ス
）

（
に
し
や
ま　

あ
き
よ
し 

・ 

共
立
女
子
大
学
教
授
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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歴
史
的
に
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
営
み
か
　
　
　

　
　
―
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
の
授
業
実
践
か
ら

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
寺
拓
也

　
　
　
　
１　

は
じ
め
に

　　
二
〇
二
二
年
度
か
ら
高
等
学
校
で
「
歴
史
総
合
」
が
始
ま
り
、
歴
史
教
育
の
根
本

的
な
見
直
し
が
模
索
さ
れ
る
な
か
、
し
ば
し
ば
関
係
者
の
口
の
端
に
上
る
の
が
「
歴

史
的
思
考
力
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
の
日
本
学
術
会
議
提
言
（
お
よ

び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
二
〇
一
九
年
の
提
言
）
で
は
、「
歴
史
的
思
考
力
」
は
お
お
よ

そ
以
下
の
六
点
に
要
約
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
①
歴
史
の
連
続
・
断
絶
へ
の
興
味
・
関
心
、

②
調
べ
る
能
力
、
③
歴
史
の
多
様
性
と
そ
の
分
析
・
解
釈）

2
（

、
④
時
系
列
的
思
考
、
⑤

決
定
論
的
で
は
な
い
歴
史
理
解
、
⑥
学
習
の
結
果
と
し
て
身
に
つ
く
汎
用
的
能
力
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
あ
る
。
だ
が
と
り
わ
け
筆
者
に
と
っ
て
切

実
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
能
力
が
必
要
・
重
要
で
あ
り
是
非
と
も
学
ば
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
だ
と
学
生
・
生
徒
に
悟
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い

う
疑
問
だ
。
筆
者
は
現
在
、「
国
際
社
会
学
部
」
と
い
う
学
際
的
な
教
育
環
境
に
身

を
置
い
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
学
生
の

誰
も
が
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
現
在
の
難
民
問
題

に
強
い
関
心
を
も
つ
学
生
が
、
二
〇
世
紀
以
前
の
移
民
・
難
民
を
め
ぐ
る
歴
史
に
ま

っ
た
く
興
味
を
示
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
。「
現
在
の
こ
と
を
知
り
た
け

れ
ば
、
そ
の
現
在
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
か
を
知
る
必
要
が
あ
る
は
ず

だ
」
と
筆
者
が
説
い
て
も
、
学
生
た
ち
の
反
応
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
。「
歴
史
的

に
考
え
る
こ
と
が
、
教
え
ら
れ
、
学
ぶ
べ
き
価
値
の
あ
る
も
の
、
と
い
う
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
成
立
し
て
い
な
い）

3
（

」
こ
と
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
歴
史
に
さ
ほ
ど
興
味

関
心
の
な
い
／
意
義
を
感
じ
な
い
学
生
に
、
意
識
的
に
こ
れ
ら
の
能
力
を
教
え
込
む

こ
と
は
果
た
し
て
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
す
る
私
の
現
時
点
で
の
答
え
は
、
否
定
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
興
味
を
も
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
偽
ら
ざ

る
実
感
で
あ
る
。「
お
も
し
ろ
い
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の

は
そ
の
通
り
で
あ
る
が）

4
（

、
学
び
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
能
力
の
重
要
性
を
い
く
ら
強
調

し
て
も
、
学
生
・
生
徒
に
「
是
非
学
び
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
か
ん

と
も
し
が
た
い
。

　
そ
の
さ
い
決
定
的
に
重
要
な
の
が
「
具
体
性
」
で
あ
る
。
歴
史
学
は
帰
納
的
な
学

問
で
あ
り
、
理
論
や
枠
組
み
を
提
示
す
る
さ
い
に
も
、
つ
ね
に
「
具
体
性
」
と
の
往

還
が
求
め
ら
れ
る
。
歴
史
的
思
考
力
も
、
ま
ず
は
具
体
性
を
通
し
て
し
か
学
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
「
お
も
し
ろ
い
」
具
体
性
に
触
れ
さ
せ
る
こ

と
で
、
そ
こ
か
ら
「
歴
史
的
思
考
力
」
と
い
う
抽
象
的
な
能
力
へ
と
結
び
つ
け
て
い

け
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
大
学
で
い
く
つ
か
の
試
み
を
行

っ
て
き
て
い
る
。
①
独
仏
共
通
教
科
書
や
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
教
科
書）

5
（

に
出
て
く
る

「
問
い
」
を
学
生
と
一
緒
に
考
え
る
、②
ド
イ
ツ
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ー
H
P
や
、

イ
ギ
リ
ス
の
映
画
教
育
サ
イ
ト
「Film

 Education

」
な
ど
に
あ
る
映
画
教
育
の
資

料
を
読
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
考
察

し
て
も
ら
う）

6
（

。
③
文
書
館
史
料
（
ド
イ
ツ
兵
と
出
会
っ
た
ベ
ル
ギ
ー
人
女
性
か
ら
の

ラ
ブ
レ
タ
ー
の
翻
訳
）
を
問
い
と
と
も
に
提
示
し
て
議
論
す
る
、
な
ど
で
あ
る）

7
（

。
今

回
紹
介
す
る
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
を
使
っ
た
授
業
実
践
も
、
そ
う
し
た
試
み
の
一
環

で
あ
る
。
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２　
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
を
め
ぐ
っ
て

　　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
に
は
い
く
つ
か
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
が
あ
る
。
ま
ず
、
ア
ン
ネ
自
身
の
日
記
に
も
、
三
冊
に
分
け
て
記
し
た
当
初
の
日

記
、
さ
ら
に
そ
れ
を
書
き
直
し
た
「
ば
ら
の
用
紙
」
と
い
う
二
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が

あ
る
。
前
者
に
は
一
年
近
い
欠
損
が
あ
る
一
方
、
後
者
は
一
九
四
四
年
三
月
で
終
わ

っ
て
い
る
。そ
れ
を
も
と
に
戦
後
に
な
っ
て
父
オ
ッ
ト
ー
が
手
直
し
や
削
除
を
加
え
、

出
版
に
さ
い
し
て
さ
ら
に
手
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
編
集
過
程
も
複
雑
で
あ
る）

8
（

。
し

た
が
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
成
り
立
ち
や
構
成
じ
た
い
が
、
本
来
は
歴
史
学
の
考
察
対
象

と
し
て
興
味
深
い
の
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
試
み
で
は
テ
キ
ス
ト
の
形
式
で
は
な
く

中
身
を
考
察
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
る
た
め
、
便
宜
的
に
二
〇
〇
三
年
刊
行
の

「
増
補
新
訂
版
」
を
利
用
し
て
い
る）

9
（

。

　
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
と
い
う
題
材
の
教
育
利
用
に
批
判
の
声
が
少
な
く
な
い
こ
と

は
、
筆
者
も
承
知
し
て
い
る
。
Ｌ
・
マ
イ
セ
ル
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
犠
牲
者
」

の
声
は
生
徒
・
学
生
た
ち
に
と
っ
て
共
感
し
や
す
く
、「
道
徳
的
に
正
し
い
側
に
立

て
る
」
と
い
う
心
地
よ
さ
が
あ
る
。
だ
が
、「
な
ぜ
」
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
よ
う
な
未

曾
有
の
出
来
事
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
は
、
本
来
は
（
共
感

す
る
こ
と
の
難
し
い
）
加
害
者
の
側
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
は
ず
で
あ
る）
10
（

。
そ
れ

で
も
今
回
は
「
歴
史
的
思
考
力
」
涵
養
へ
と
目
的
を
絞
っ
た
上
で
、
誰
で
も
知
っ
て

お
り
、
敷
居
が
低
く
（
低
い
よ
う
に
見
え
）、
入
手
も
容
易
な
本
書
を
テ
キ
ス
ト
と

し
て
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
３　
『
ア
ン
ネ
の
日
記
を
教
え
る
』

　　
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
を
使
っ
て
学
生
・
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
た
め
の
ア
メ
リ
カ
の

指
導
書
が
あ
る
。『
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
日
記
を
教
え
る
』
と
い
う
、
小
学
校
五
年

生
（
相
当
）
以
上
を
対
象
に
し
た
も
の
だ）
11
（

。
筆
者
は
前
任
校
で
英
語
講
読
の
訓
練
も
兼

ね
て
本
書
を
使
っ
て
い
た
の
だ
が
、
内
容
は
大
別
す
る
と
①
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
や
ユ
ダ
ヤ

人
迫
害
、
②
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
と
そ
の
生
涯
、
③
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
じ
た
い
の
説

明
の
三
つ
の
要
素
か
ら
な
っ
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
簡
単
な
歴
史
的
背
景
の
説
明
に

加
え
、
イ
ヴ
・
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
「Terrible Things

」、
パ
ヴ
ェ
ル
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

の
「
蝶
」、
ネ
リ
ー
・
ザ
ッ
ク
ス
の
「
死
せ
る
子
ど
も
が
語
る
」
と
い
っ
た
童
話
・
詩

の
解
読
、
一
九
四
一
年
七
月
三
一
日
付
け
の
ゲ
ー
リ
ン
グ
か
ら
ハ
イ
ド
リ
ヒ
に
宛
て
た

「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
全
面
的
解
決
」
委
託
の
文
書
や
、
一
九
四
二
年
一
月
の
ヴ
ァ
ン
ゼ

ー
会
議
議
事
録
、
親
衛
隊
経
済
管
理
本
部
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
囚
人
か
ら
没
収
さ
れ
た

品
々
の
目
録
な
ど
の
読
み
解
き
な
ど
、
小
五
に
し
て
は
か
な
り
高
度
な
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
。

　
た
だ
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
③
に
着
目
し
た
い
。
本
書
に
は
、
日
記
を
も

と
に
し
た
問
い
が
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
一
九
四
二
年
一
一
月

一
九
日
と
二
〇
日
、
一
九
四
三
年
一
月
一
三
日
の
日
記
で
ア
ン
ネ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
命

運
や
彼
女
の
状
況
に
つ
い
て
何
を
書
い
て
い
ま
す
か
？
彼
女
の
感
情
に
変
化
は
見
ら
れ

ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
が
あ
る）
12
（

。『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
の
一
一
月
一
九
日
の
記
述
を

見
る
と「「
こ
こ
に
い
る
わ
た
し
た
ち
は
、な
ん
と
し
あ
わ
せ
な
の
で
し
ょ
う
」と
あ
り
、

翌
年
一
月
に
も「
わ
た
し
た
ち
は
幸
運
で
す
」と
記
さ
れ
て
い
て）
13
（

、「
悲
惨
な
外
の
世
界
」

と
比
べ
れ
ば
自
分
た
ち
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、

一
一
月
二
〇
日
の
記
載
に
は
次
の
よ
う
に
も
あ
る
。「
と
こ
ろ
が
い
ま
で
は
、
世
の
中

の
不
幸
な
問
題
の
こ
と
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
わ
た
し
自
身
の
こ
と
、
そ
れ
だ
け
し
か
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。〔
…
〕あ
ん
ま
り
み
ん
な
か
ら
非
難
ば
か
り
浴
び
せ
ら
れ
、そ
の
う
え
、

外
の
世
界
の
も
ろ
も
ろ
の
不
幸
の
こ
と
ま
で
考
え
る
と
、
頭
が
く
ら
く
ら
し
て
く
る
こ

と
も
た
び
た
び
な
ん
で
す）
14
（

」。
個
人
の
中
で
の
認
識
や
感
情
の
揺
れ
、
状
況
の
複
雑
さ
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へ
の
注
意
を
促
す
問
い
と
い
え
る
。

　
ま
た
、「
一
九
四
二
年
一
二
月
一
三
日
の
日
記
で
ア
ン
ネ
は
、
下
の
通
り
で
二
人

の
ユ
ダ
ヤ
人
を
見
た
と
書
い
て
い
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
彼
女
は
、
こ
の
二
人
が
ユ
ダ

ヤ
人
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
が
着
用
を
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
た
「
ユ
ダ
ヤ
の
星
」
に
気
付
か
せ
る
問
い
で
あ
り
、「「
ほ
ん
と
う

に
他
人
の
人
柄
が
わ
か
る
の
は
、
そ
の
ひ
と
と
大
喧
嘩
し
た
と
き
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
と
き
こ
そ
、
そ
し
て
そ
の
と
き
は
じ
め
て
、
そ
の
ひ
と
の
真
の
人
格
が
判

断
で
き
る
ん
で
す
！）
15
（

」。
こ
の
記
述
に
一
致
す
る
、
あ
る
い
は
矛
盾
す
る
あ
な
た
の

経
験
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
「
普
遍
性
」
の
高
い
問
い
も
あ
る）
16
（

。
だ
が
そ

れ
以
外
の
多
く
は
、『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
そ
れ
じ
た
い
と
い
う
よ
り
は
、
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
全
体
を
め
ぐ
る
問
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
書
が
そ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
十
分
理
解
で
き
る
。
と
い
う
の

も
、『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
だ
け
で
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
全
体
像
を
理
解
す
る
こ
と
は
不

可
能
だ
か
ら
だ
。
隠
れ
家
に
い
た
ア
ン
ネ
の
視
点
か
ら
は
、
ナ
チ
の
政
策
決
定
者
の

思
惑
や
、絶
滅
収
容
所
の
実
態
、連
合
国
の
対
応
な
ど
は
当
然
見
え
て
こ
な
い
。『
ア

ン
ネ
の
日
記
』
だ
け
を
読
ん
で
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
全
体
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
ら

な
い
／
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
追
加
情
報
を
提
供
す
る
本
書
の
よ
う
な

工
夫
は
必
要
だ
ろ
う
。

　
だ
が
筆
者
の
試
み
の
目
的
は
、「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
全
体
像
を
理
解
さ
せ
る
」
こ

と
で
は
な
い
。
ま
た
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
は
必
ず
し
も
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と

い
う
文
脈
か
ら
の
み
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
も
な
い）
17
（

。
ま
ず
は
「
お
も
し
ろ
い
」
具

体
性
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
、そ
し
て
そ
こ
か
ら
各
自
が
自
分
な
り
に
「
全
体
」（
そ

れ
が
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
で
あ
る
必
要
性
は
必
ず
し
も
な
い
）
を
組
み
上
げ
て
い
く
こ
と

を
模
索
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
４　
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

　   

そ
こ
で
私
が
採
っ
た
方
法
は
ご
く
単
純
な
も
の
で
あ
る
。『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
を

五
回
に
わ
け
て
事
前
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
う
え
で
、
疑
問
・
質
問
・
意
見
・
感
想
を

と
に
か
く
提
示
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
だ）
18
（

。

　
こ
の
よ
う
な
試
み
は
す
で
に
六
回
ほ
ど
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
学
生
か
ら
の
疑
問

は
大
別
す
る
と
六
つ
に
分
類
で
き
る
。

　
（
１
）
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
や
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
を
め
ぐ
る
疑
問

　
し
ば
し
ば
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
の
が
、「
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
か
ら
近

い
国
に
何
故
逃
げ
た
の
か
？
」「
危
険
を
予
測
で
き
な
か
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
疑

問
だ
。
も
ち
ろ
ん
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
学
べ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
が
本

格
化
す
る
の
は
一
九
四
一
年
以
降
で
あ
り
、
一
九
三
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に
脱
出
し
た

フ
ラ
ン
ク
一
家
に
そ
れ
を
予
測
で
き
る
は
ず
が
な
い
。こ
の
問
い
を
発
す
る
こ
と
で
、

当
時
の
視
点
で
歴
史
を
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
生
徒
・
学
生
は
認
識
す
る
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、「
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
？
」「
ユ
ダ
ヤ
人
を
か
く
ま
う
風
潮
は
存
在
し
た
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
も
多

く
寄
せ
ら
れ
る
。
十
万
七
〇
〇
〇
人
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
「
東
部
」
へ
と
移
送
さ
れ
、

そ
の
う
ち
五
〇
〇
〇
人
程
度
の
み
が
強
制
・
絶
滅
収
容
所
を
生
き
延
び
た
が
、
他
方

で
若
者
を
中
心
に
推
計
二
万
な
い
し
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
、
非
ユ
ダ
ヤ
人
の
支
援
を

受
け
て
国
内
に
潜
伏
し
た
と
さ
れ
る）
19
（

。
ミ
ー
プ
の
よ
う
に
果
敢
に
支
援
す
る
人
び
と

が
い
る
一
方
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
中
で
も
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が

日
記
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。「
わ
た
し
た
ち
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
大
多
数
の
人
び
と

の
態
度
が
、
こ
こ
に
き
て
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
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る
と
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
波
紋
は
い
ま
や
、
か
つ
て
は
そ
ん
な
こ
と
な
ど
考
え
も
し

な
か
っ
た
人
び
と
の
あ
い
だ
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

わ
た
し
た
ち
〈
隠
れ
家
〉
の
八
人
全
員
に
、
深
い
、
深
い
衝
撃
を
与
え
ま
し
た）
20
（

」。

　
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
様
々
な
「
規
則
」
も
学
生
の
関
心
を
惹
く
。（
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
店
に
つ
い
て
）「
二
軒
と
も
、ユ
ダ
ヤ
人
で
も
入
れ
る
お
店
で
す
」、「
で

も
そ
の
電
車
は
、
わ
た
し
た
ち
ユ
ダ
ヤ
人
に
は
許
さ
れ
な
い
贅
沢
品
」。「
わ
た
し
た

ち
も
フ
ェ
リ
ー
に
な
ら
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
け
ど
、
乗
れ
る
の
は
そ
れ
ぐ
ら
い
な

も
の
で
す
」
と
い
っ
た
記
述
で
あ
る）
21
（

。「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
決
ま
り
が
あ
る
の
か
？
」

「
な
ぜ
フ
ェ
リ
ー
は
よ
く
て
、
電
車
は
ダ
メ
な
の
か
？
」
と
い
う
学
生
の
疑
問
に
対

し
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
特
別
法
令
集
を
提
示
し
な
が
ら
規
則
が
五
月
雨
式
に
積
み

上
が
っ
て
い
く
様
子
を
説
明
し
た
り）
22
（

、『
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
の
日
記
』
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
禁
止
事
項
を
提
示
し
た
り
し
て）
23
（

、
彼
ら
が
い
か
に
規
則
で
が
ん
じ

が
ら
め
に
な
っ
て
い
た
か
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
（
２
）
ユ
ダ
ヤ
人
・
ユ
ダ
ヤ
教
を
め
ぐ
る
疑
問

　
ど
の
学
年
の
学
生
も
強
い
興
味
を
示
す
の
が
、
フ
ラ
ン
ク
一
家
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
お

祭
り
で
あ
る
ハ
ヌ
カ
ー
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
お
祭
り
で
あ
る
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
日
を

と
も
に
祝
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
ハ
ヌ
カ
ー
祭
の
贈
り
物
が
、
ア
ン
ネ
へ
の
聖

書
な
の
？
」（
マ
ル
ゴ
ー
）、「
い
や
…
…
ま
あ
、
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
祭
日
の
ほ
う
が
、

聖
書
を
贈
る
に
は
も
っ
と
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
け
ど
ね
」（
オ
ッ
ト
ー
）
と
い
う
会

話
も
日
記
に
は
登
場
す
る）
24
（

。
こ
う
し
た
疑
問
を
通
じ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
は
改
革
派
と

い
う
人
々
が
い
て
現
地
の
文
化
を
積
極
的
に
受
容
し
て
い
た
こ
と
、
彼
ら
の
中
に
は

ハ
ヌ
カ
ー
と
ク
リ
ス
マ
ス
を
両
方
祝
う
人
々
も
い
た
こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と
に
な

る）
25
（

。
　
そ
う
し
た
宗
教
的
な
「
柔
軟
さ
」
と
関
連
し
て
学
生
が
着
目
す
る
の
が
、「
わ
た

し
も
い
ず
れ
は
火
葬
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
」
と
い
う
一
文
で

あ
る）
26
（

。
火
葬
に
関
す
る
記
述
が
出
て
く
る
の
は
日
記
で
は
こ
こ
だ
け
で
あ
り
、
ア
ン

ネ
以
外
の
フ
ラ
ン
ク
一
家
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
定
か
で
は
な
い
の
だ
が
、

「
当
時
ユ
ダ
ヤ
教
で
火
葬
は
一
般
的
な
の
か
？
」
と
い
う
質
問
が
、
毎
年
の
よ
う
に

寄
せ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
同
様
、
死
後
の
復
活
に

備
え
る
観
点
か
ら
伝
統
的
に
火
葬
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
映
画
『
サ
ウ
ル
の
息
子
』

で
も
「
息
子
」
を
な
ん
と
し
て
も
土
葬
し
よ
う
と
奔
走
す
る
サ
ウ
ル
の
様
子
が
描
か

れ
る
。
改
革
派
の
中
に
は
火
葬
に
理
解
を
示
す
人
々
も
い
た
も
の
の）
27
（

、
ド
イ
ツ
で
も

火
葬
は
一
九
世
紀
後
半
に
な
っ
て
よ
う
や
く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
地
域
を
中
心
に
始
ま

っ
た
も
の
で
あ
り
、
火
葬
の
件
数
が
土
葬
を
上
回
っ
た
の
は
二
〇
〇
九
年
の
こ
と
で

あ
る）
28
（

。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
代
に
は
、
ア
ン
ネ
の
よ
う
な
考
え
方
は
お
そ
ら
く
少
数

派
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
こ
う
し
た
「
柔
軟
さ
」
は
「
い
い
加
減
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と

に
も
学
生
は
気
づ
く
。
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
ン
の
お
ば
さ
ん
や
ペ
ー
タ
ー
が
時
折
見
せ
る

ユ
ダ
ヤ
人
意
識
に
対
し
て
、
ア
ン
ネ
は
強
い
憤
り
を
見
せ
る
。

「
わ
た
し
だ
っ
て
、
け
っ
し
て
正
統
派
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰
を
も
っ
て
い
る
わ
け
じ

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
、
彼
〔
ペ
ー
タ
ー
〕
が
ど
ん
な
に
孤
独
で
、
ど
ん
な
に
冷
笑
的

で
、
ど
ん
な
に
心
が
貧
し
い
か
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
と
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
た
び
に
胸

が
痛
み
ま
す）
29
（

」。

ま
た
次
の
よ
う
な
、
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
記
述
に
も
学
生
た
ち
は

目
を
向
け
る
。

「
わ
た
し
た
ち
は
、
け
っ
し
て
た
だ
の
オ
ラ
ン
ダ
国
民
に
も
、
た
だ
の
イ
ギ
リ
ス

国
民
に
も
、
い
え
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
他
の
ど
ん
な
国
民
に
も
な
れ
な
い
で
し
ょ

う
。
わ
た
し
た
ち
は
つ
ね
に
ユ
ダ
ヤ
人
な
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
つ
ね
に
ユ
ダ
ヤ

人
で
あ
る
し
か
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
望
ん
で
も
い
る
の
で
す
。〔
…
〕
い
ま
な
に
よ
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り
も
望
む
の
は
、戦
後
は
ほ
ん
と
う
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
な
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

わ
た
し
は
オ
ラ
ン
ダ
人
を
愛
し
ま
す
。
こ
の
国
を
愛
し
ま
す
。
こ
の
国
の
言
葉
を
愛

し
、
こ
の
国
で
働
き
た
い
と
思
い
ま
す）
30
（

」。

「
こ
の
複
雑
な
心
情
は
ど
う
理
解
で
き
る
か
？
」、「
ア
ン
ネ
は
迫
害
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
意
識
が
強
く
な
っ
た
の
か
？
」
と
い
っ
た
疑
問
を
通

じ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
雑
さ
や
流
動
性
を
学
生
た
ち
は

認
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、「
ひ
と
り
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
す
る
こ
と
は
、

そ
の
人
間
ひ
と
り
の
責
任
だ
が
、
ひ
と
り
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
す
る
こ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
人

全
体
に
は
ね
か
え
っ
て
く
る）
31
（

」
と
い
う
一
文
に
、
移
民
や
難
民
が
現
在
抱
え
て
い
る

状
況
を
重
ね
る
学
生
も
い
る
。

　
（
３
）
戦
時
下
の
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
疑
問

　
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
に
は
、
物
価
の
話
が
時
折
登
場
す
る
。
ス
イ
ス
で
「
空
想
の

買
い
物
」
を
し
て
い
る
記
述
で
は
、
夏
の
肌
着
一
枚
〇・五
ギ
ル
ダ
ー
、
ソ
ッ
ク
ス

一
足
〇・二
五
ギ
ル
ダ
ー
な
ど
と
い
っ
た
値
段
が
出
て
く
る）
32
（

。
こ
れ
ら
は
「
平
時
」

の
物
価
と
思
わ
れ
る
が
、
読
者
は
当
然
「
一
ギ
ル
ダ
ー
は
ど
れ
く
ら
い
の
価
値
が
あ

る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
も
つ
。
現
在
の
価
格
に
換
算
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難

し
い
作
業
で
あ
り
、
本
来
は
戦
時
下
で
の
イ
ン
フ
レ
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
は

い
え
、
一
九
四
〇
年
時
点
で
の
公
定
為
替
は
一
ギ
ル
ダ
ー
＝
一・三
三
ラ
イ
ヒ
ス
マ

ル
ク）
33
（

で
あ
り
、
一
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク
が
お
お
よ
そ
現
在
の
四
〜
四・四
ユ
ー
ロ
に
相

当
す
る
と
い
う
推
計
に
従
え
ば）
34
（

、
一
ギ
ル
ダ
ー
は
六
九
〇
〜
七
六
〇
円
程
度
と
な
る

（
一
ユ
ー
ロ
＝
一
三
〇
円
で
計
算
）。

　
こ
の
お
お
よ
そ
の
目
安
を
知
る
こ
と
で
、
戦
時
下
の
異
常
な
ま
で
の
物
価
の
高

さ
に
学
生
は
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。
卵
一
個
が
一・四
五
ギ
ル
ダ
ー
（
約
一
〇
〇
〇

円
）、
い
草
の
サ
ン
ダ
ル
が
六・五
ギ
ル
ダ
ー
（
約
四
五
〇
〇
円
）、
靴
の
中
古
品
が

二
七・五
ギ
ル
ダ
ー
（
約
一
万
九
〇
〇
〇
円
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
戦
時
下
で

の
物
不
足
や
ヤ
ミ
市
の
存
在
を
実
感
す
る
重
要
な
き
っ
か
け
と
な
る）

35
（

。

　
そ
う
し
た
な
か
で
一
部
の
学
生
は
、
以
下
の
物
価
の
も
つ
意
味
に
気
が
つ
く
。
お

茶
二
二
五
グ
ラ
ム
が
三
五
〇
ギ
ル
ダ
ー
（
約
二
四
万
五
〇
〇
〇
円
）、
同
量
の
コ
ー

ヒ
ー
が
八
〇
ギ
ル
ダ
ー
（
約
五
万
六
千
円
）、
バ
タ
ー
四
五
〇
グ
ラ
ム
で
三
五
ギ
ル

ダ
ー
（
約
二
万
四
五
〇
〇
円
）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
タ
バ
コ
三
〇
グ
ラ
ム
が
一
四
ギ
ル
ダ

ー
（
約
一
万
円）
36
（

）。「
な
ぜ
バ
タ
ー
の
値
段
は
戦
時
下
で
上
が
る
の
か
？
」「
茶
や
コ

ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
と
い
っ
た
嗜
好
品
を
、
な
ぜ
人
び
と
は
そ
こ
ま
で
し
て
求
め
る
の

か
？
」
と
い
う
疑
問
は
、
戦
時
経
済
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
足
が
か
り
と

な
り
う
る）
37
（

。

　
さ
ら
に
、「
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
各
自
一
一
二
グ
ラ
ム
ず
つ
の
バ
タ
ー
の
特
配
が
受

け
ら
れ
る
と
い
う
の
で
す
」「
割
り
当
て
の
バ
タ
ー
で
、
だ
れ
も
が
な
に
か
特
別
な

も
の
を
焼
こ
う
と
し
て
い
ま
す）
38
（

」
と
い
う
記
述
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
体
制
や
人
々
に

と
っ
て
も
っ
て
い
た
特
別
な
意
味
に
気
づ
く
契
機
と
な
り
う
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
き

ち
ん
と
特
別
配
給
が
支
給
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
体
制
の
正
統
性
に
関
わ
る
問
題
で

あ
っ
た
し
、
戦
時
下
と
い
う
厳
し
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
せ
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
だ
け
で

も
盛
大
に
祝
い
た
い
と
い
う
人
々
の
思
い
は
切
実
だ
っ
た
か
ら
だ
。「
戦
時
下
な
の

に
な
ぜ
豪
華
な
食
事
を
取
れ
る
の
か
？
」「
戦
時
下
な
の
に
な
ぜ
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
り
合
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
多
く
の
学
生
が
発
す
る
疑
問
も
、
こ

の
問
題
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
は
な
ぜ
戸
籍
登
記
所
に
放
火
す
る
の
か
、
ラ
ジ

オ
の
供
出
命
令
が
出
て
い
る
が
、
な
ぜ
当
局
に
ラ
ジ
オ
を
持
っ
て
い
る
と
わ
か
る
の

か）
39
（

、「
医
者
は
数
が
足
り
な
い
」
と
あ
る
が
、
戦
時
下
で
は
な
ぜ
医
者
が
足
り
な
く

な
る
の
か
、「「
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ジ
オ
は
い
つ
だ
っ
て
真
実
を
伝
え
て
る
さ）
40
（

」
と
い
う

隠
れ
家
の
人
た
ち
の
主
張
は
、
ど
こ
ま
で
本
当
な
の
か
、「
貧
し
い
健
康
保
険
の
患
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者）
41
（

」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
当
時
ど
の
程
度
医
療
に
お
金
が
か
か
っ
た
の

か
と
い
っ
た
疑
問
は
、
す
べ
て
占
領
体
制
や
戦
時
体
制
の
あ
り
よ
う
、
ラ
ジ
オ
に
受

信
料
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
時
代
背
景
、
連
合
国
と
枢
軸
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
共

通
点
と
相
違
点
、
医
療
の
あ
り
方
な
ど
、
さ
ら
な
る
探
求
の
出
発
点
と
な
り
う
る
疑

問
で
あ
ろ
う
。

　
（
４
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
疑
問

『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
の
中
に
は
、「
い
つ
の
日
か
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
作
家
に
」

な
り
た
い
、「
う
ち
の
お
か
あ
さ
ん
や
、
フ
ァ
ン
・
ダ
ー
ン
の
お
ば
さ
ん
や
、
そ
の

他
大
勢
の
女
性
た
ち
の
よ
う
に
、
毎
日
た
だ
家
事
を
こ
な
す
だ
け
で
、
や
が
て
忘
れ

ら
れ
て
い
く
よ
う
な
生
涯
を
送
る
な
ん
て
、
わ
た
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す

か
ら
」
と
い
う
記
述
が
あ
る）
42
（

。「
こ
う
し
た
生
き
方
は
、
当
時
ど
の
程
度
先
進
的
だ

っ
た
と
言
え
る
か
？
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
一
九
世
紀
末
以
降
の
第

一
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
の
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
な
ど
ジ
ェ

ン
ダ
ー
史
の
知
見
が
必
要
に
な
る
。
避
妊
具
や
コ
ン
ド
ー
ム
を
め
ぐ
る
ア
ン
ネ
の
記

述）
43
（

か
ら
、「
当
時
ど
の
よ
う
な
避
妊
方
法
が
存
在
し
た
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
抱

く
学
生
も
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ネ
が
書
い
た
「
お
し
ゃ
べ
り
は
女
性
の
特
性
で
あ
っ
て
、
で
き
る

だ
け
慎
む
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
は
す
る
け
れ
ど
、
お
そ
ら
く
こ
の
癖
は
決
し
て
直

ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
う
ち
の
母
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
、
い
や
、
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
わ
た
し
以
上
に
お
し
ゃ
べ
り
だ
か
ら
、
遺
伝
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

い）
44
（

」
と
い
う
文
章
を
引
い
て
、「
女
は
お
し
ゃ
べ
り
と
い
う
規
範
は
い
つ
ご
ろ
出
来

た
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
た
学
生
も
い
た
。
筆
者
に
は
答
え
が
す
ぐ
に

は
思
い
付
か
な
い
が
、
十
分
検
討
に
値
す
る
問
い
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
５
）
歴
史
的
に
考
え
る
と
い
う
意
味
で
は
「
不
適
切
」
な
疑
問

以
前
、「
じ
つ
を
い
う
と
わ
た
し
、
ま
だ
ほ
ん
と
う
の
親
友
を
持
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
」
と
い
う
記
述）
45
（

を
引
い
て
、「
ユ
ダ
ヤ
人
だ
か
ら
、
他
人
を
信
用
す
る
の

が
難
し
い
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
た
学
生
が
い
た
。
断
言
は
で
き
な
い

が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
的
外
れ
な
質
問
で
あ
ろ
う
。「
親
友
」
と
い
う
存
在
を
特
別

視
し
が
ち
な
思
春
期
特
有
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
し
、
ア
ン
ネ
の
性
格
に
よ
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
ユ
ダ
ヤ
人
」
一
般
の
問
題
に
拡
大
す
る
こ
と

は
困
難
だ
ろ
う
。

た
だ
し
こ
の
疑
問
は
、「
問
い
の
本
位
」
と
い
う
意
味
で
は
重
要
な
も
の
で
も
あ

る
。『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
を
初
め
て
読
む
学
生
は
、
本
書
を
「
ユ
ダ
ヤ
人
・
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
」
に
特
有
の
記
録
と
し
て
、
い
わ
ば
「
身
構
え
て
」
読
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

多
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
だ
か
ら
、
戦
争
中
だ
か
ら
、
占
領
下
だ
か
ら
と
い
う
時
代
固
有
の

要
因
を
理
解
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。
だ
が
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
の
魅

力
は
、
両
親
と
の
関
係
や
異
性
と
の
距
離
感
な
ど
、
思
春
期
の
青
少
年
の
多
く
が
思

い
煩
う
よ
う
な
「
普
遍
性
」
に
も
あ
る
。「
歴
史
」
と
「
普
遍
」
が
絡
み
合
う
エ
ゴ・

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
中
で
、
今
自
分
が
投
げ
か
け
て
い
る
「
問
い
の
本
位
」
は
そ
の
ど

ち
ら
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
「
中
間
」
に
あ
る
の
か
を
考

え
る
こ
と
も
、「
歴
史
的
思
考
力
」
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
で
あ
ろ
う）
46
（

。

ま
た
性
に
対
す
る
ア
ン
ネ
の
好
奇
心
の
強
さ
が
日
記
か
ら
は
窺
え
る
一
方
、
仲

良
し
の
ジ
ャ
ッ
ク
か
ら
そ
う
し
た
情
報
を
又
聞
き
で
仕
入
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
も

出
て
く
る）
47
（

。「
学
校
で
こ
う
い
う
情
報
は
教
わ
ら
な
い
の
か
？
」、「
私
た
ち
は
小
学

校
か
ら
性
に
つ
い
て
学
校
で
習
っ
た
が
、
彼
女
の
よ
う
に
そ
れ
に
対
す
る
知
識
を
学

校
で
学
ば
な
い
と
い
う
の
は
想
像
で
き
な
い
」
と
い
う
意
見
が
、
し
ば
し
ば
学
生
か

ら
は
出
さ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
性
教
育
が
学
校
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
戦
後
も
し
ば
ら
く
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経
っ
て
か
ら
の
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
う
し
た
疑
問
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生

は
初
め
て
自
分
の
意
識
の
「
歴
史
性
」
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
性
教
育
が

学
校
で
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
か
は
地
域
や
学
校
の
種
類
に
よ
っ
て
か
な
り
多
様

な
よ
う
で
、
こ
の
記
述
は
、
学
生
が
そ
う
し
た
互
い
の
差
異
に
つ
い
て
気
づ
く
よ
い

き
っ
か
け
と
も
な
る
。

　
（
６
）「
普
遍
的
」
な
疑
問
・
共
鳴

　
先
述
し
た
よ
う
に
「
普
遍
性
」
は
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
が
、

「
末
っ
子
女
子
な
の
で
、
母
親
と
折
り
合
い
が
悪
い
の
は
よ
く
理
解
で
き
る
」
と
い

っ
た
率
直
な
意
見
が
聞
け
る
の
は
、（
そ
の
解
釈
が
当
た
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別

に
し
て
）
こ
の
授
業
実
践
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
る
。
オ
キ
シ
ド
ー
ル
を
含
ま
せ
た

コ
ッ
ト
ン
で
顔
を
パ
ッ
ト
し
て
、
黒
っ
ぽ
い
産
毛
を
漂
白
し
た
と
い
う
記
述）
48
（

に
つ
い

て
、「
や
っ
た
こ
と
は
な
い
」
と
女
子
学
生
は
声
を
揃
え
て
い
た
が
、
ネ
ッ
ト
を
検

索
す
る
と
同
様
の
試
み
が
数
多
く
見
つ
か
る
。
ま
た
「
日
記
上
に
「
ゴ
キ
ブ
リ
」
と

い
う
言
葉
が
出
て
く
る
が）
49
（

、
ド
イ
ツ
に
住
ん
で
い
た
と
き
に
ゴ
キ
ブ
リ
を
み
た
記
憶

は
な
い
。
隣
国
の
オ
ラ
ン
ダ
に
ゴ
キ
ブ
リ
は
い
る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
も
あ
っ
た

（
小
さ
な
も
の
は
い
る
ら
し
い
）。

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
時
期
に
は
講
読
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
で
実
施
し
た
の
だ
が
、
ア
ン
ネ
と
の
「
共
通
点
」
を
見
出
し
た
学
生
も
少
な
く
な

か
っ
た
。「
こ
こ
に
き
て
か
ら
の
三
ヶ
月
で
、
な
ん
と
わ
た
し
は
八
キ
ロ
近
く
も
ふ

え
て
し
ま
い
ま
し
た）
50
（

」（
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
と
運
動
不
足
！
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
て
電
話
で
「
問
診
」
が
さ
れ
て
い
た
こ
と）
51
（

（
オ
ン
ラ
イ
ン
！
）。
命
が
け
で
家

に
籠
も
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ク
一
家
と
、
外
出
し
よ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
出
ら
れ
る

「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
」
と
を
比
較
す
る
こ
と
は
正
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、「
相

手
が
た
と
え
ど
ん
な
人
た
ち
で
も
、
ひ
と
つ
家
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、
長
い

あ
い
だ
に
は
必
ず
摩
擦
が
起
き
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
わ
た
し
た

ち
だ
け
が
と
く
に
貧
乏
く
じ
を
ひ
い
た
ん
で
し
ょ
う
か）
52
（

」と
い
う
ア
ン
ネ
の「
叫
び
」

に
は
、
学
生
た
ち
も
強
く
共
鳴
す
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
５　
「
問
い
の
構
造
図
」
を
つ
く
る

　　
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
は
以
上
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
に
問
い
を
提
示
し
て
も
ら
い
、

全
員
で
議
論
す
る
と
こ
ろ
で
授
業
を
終
え
て
い
た
の
だ
が
、
さ
ら
に
そ
の
「
先
」
に

進
め
な
い
か
と
、
二
〇
二
一
年
度
の
授
業
で
は
そ
れ
ら
の
疑
問
を
踏
ま
え
て
「
問
い

の
構
造
図
」
を
作
成
し
て
も
ら
っ
た
。「
問
い
の
構
造
図
」
と
は
、
中
心
と
な
る
発

問
＝
メ
イ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
（
M
Q
）
の
下
に
そ
れ
を
支
え
る
サ
ブ
・
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
（
S
Q
）、
さ
ら
に
そ
の
下
に
そ
れ
を
支
え
る
サ
ブ
サ
ブ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

（
S
S
Q
）
と
い
う
問
い
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
で
あ
る）
53
（

。
そ
う
し
た
構
造
化
を
行
う

こ
と
で
、
体
系
的
・
組
織
的
に
問
い
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
五
回
に
わ
た
っ
て
自
分
で
投
げ
か
け
た
問
い
を
構
造
化
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か

ら
引
き
出
し
う
る
一
番
大
き
な
問
い
（
M
Q
）、
言
い
換
え
れ
ば
「
全
体
」
像
は
何

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
各
自
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
。

　
結
論
か
ら
言
う
と
、
こ
の
試
み
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
。
堅
実
な
タ
イ
プ
の
学

生
は
、
日
記
を
丁
寧
に
読
み
込
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
細
か
い
問
い
（
S
S
Q
）
を
集
め

て
く
る
能
力
に
は
長
け
て
い
る
の
だ
が
、
堅
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
最
終
的

に
提
示
さ
れ
る
M
Q
に
広
が
り
が
乏
し
く
、「
面
白
い
」問
い
に
な
り
に
く
い
。他
方
、

最
初
に
「
面
白
い
」
M
Q
を
思
い
付
い
た
学
生
は
、
後
付
け
で
S
Q
や
S
S
Q

を
日
記
か
ら
拾
っ
て
こ
よ
う
と
す
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
問
い
の
密
度
に
バ
ラ
ツ
キ

が
で
る
し
、
M
Q
の
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
す
ぎ
て
、
提
示
さ
れ
た
S
Q
や
S
S
Q

で
は
と
て
も
そ
れ
に
答
え
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
つ
ま
り
、
S
S
Q
か
ら
帰
納
的
に
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く
み
上
げ
て
い
く
と
M
Q
の
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
く
な
り
や
す
く
、
M
Q
か
ら
演
繹

的
に
下
ろ
し
て
い
く
と
実
証
性
が
乏
し
く
な
り
や
す
い
の
で
あ
る）
54
（

。

　
た
だ
し
一
人
の
学
生
か
ら
は
、
S
Q
1
「
オ
ラ
ン
ダ
市
民
と
し
て
の
ア
ン
ネ

―
―
な
ぜ
ア
ン
ネ
は
「
本
当
の
オ
ラ
ン
ダ
国
民
に
な
り
た
い
」
と
言
っ
た
の
か
」、

S
Q
2
「
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
ア
ン
ネ
―
―
ア
ン
ネ
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
意
識
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
」、
S
Q
3
「
女
性
と
し
て
の
ア
ン
ネ
―
―
な
ぜ
ア
ン

ネ
は
一
家
の
女
性
陣
と
理
解
し
合
え
な
か
っ
た
の
か
」（
も
ち
ろ
ん
そ
の
下
に
数
多

く
の
S
S
Q
が
あ
る
）
を
設
定
し
た
上
で
、
M
Q
を
「
ア
ン
ネ
は
ど
の
よ
う
な
自

我
を
形
成
し
た
か
」
と
い
う
問
い
に
据
え
て
、
ア
ン
ネ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複

雑
さ
を
問
う
た
も
の
が
あ
っ
た
。
具
体
性
と
「
全
体
」
の
往
還
の
中
で
自
分
に
と
っ

て
の「
全
体
」を
く
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
の
は
非
常
に
高
度
な
知
的
作
業
で
あ
り
、

こ
れ
を
学
生
個
人
の「
セ
ン
ス
」任
せ
に
せ
ず
に
ど
の
よ
う
に
教
授
し
て
い
く
か
は
、

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
６　

お
わ
り
に
―
―
現
時
点
で
の
わ
た
し
の
「
学
び
」

以
上
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
試
み
を
「
中
間
報
告
」
と
し
て
提
示
し
て
き
た
。

そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
知
見
が
得
ら
れ
る
の
か
、
暫
定
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
箇
条

書
き
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

・『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
の
魅
力
の
一
つ
に
、「
戦
時
下
だ
か
ら
」「
隠
れ
家
だ
か
ら
」

と
い
う
こ
ち
ら
の
思
い
込
み
を
壊
し
て
く
れ
る
と
い
う
点
が
あ
る
。「
生
き
た
経
験
」

と
し
て
歴
史
を「
実
感
」す
る
こ
と
。
過
去
の
複
雑
さ
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
。「
他

者
」
と
し
て
の
過
去
へ
の
理
解
を
試
み
る
こ
と
。
連
続
性
も
断
絶
も
含
ん
だ
意
味
で

の「
過
去
と
現
在
の
繋
が
り
」を
意
識
さ
せ
る
う
え
で
、非
常
に
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

・学
生
か
ら
疑
問
を
自
由
に
提
示
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
重
要
で
あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
全
体
像
を
教
員
が
決
め
、
そ
こ
か
ら
問
い
を
発
す
る
と
い
う
方
向

だ
け
で
な
く
、
問
い
を
発
す
る
こ
と
で
そ
こ
か
ら
「
全
体
像
」
へ
と
向
か
っ
て
い
く

と
い
う
方
向
が
、「
帰
納
的
」
な
学
問
で
あ
る
歴
史
学
に
は
欠
か
せ
な
い
の
で
は
な

い
か
。

・
そ
う
し
た
史
料
と
の
取
り
組
み
が
、「
細
部
か
ら
事
実
性
を
積
み
上
げ
て
い
く
」

と
い
う
歴
史
学
の
入
り
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
か
ら
「
全
体
」
へ
と
到
達

す
る
道
の
り
は
、
本
稿
で
も
示
し
た
よ
う
に
容
易
で
は
な
い
の
だ
が
。

・
史
料
ベ
ー
ス
の
授
業
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
史
料
を
利
用
す
る
か
が
大
き

な
問
題
と
な
る
が
、『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
の
よ
う
に
入
手
し
や
す
く
、
し
か
も
（
さ

ま
ざ
ま
な
疑
問
を
発
す
る
余
地
の
多
い
）
分
量
の
多
い
日
本
語
史
料
は
非
常
に
貴
重

で
あ
る
。
あ
る
程
度
は
学
生・生
徒
の
疑
問
に
そ
の
場
で
答
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、

史
料
選
択
に
さ
い
し
て
教
員
の
専
門
領
域
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

・「
非
歴
史
的
に
考
え
る
」
と
い
う
試
行
錯
誤
も
必
要
で
あ
る
。
疑
問
そ
れ
自
体

は
「
非
歴
史
的
」
な
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
教
員
や
他
の
学
生
と
の
対
話
の
中
で

何
が「
歴
史
的
」な
こ
と
な
の
か
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
試
行
錯
誤
を
通
し
て
、

自
ら
の
「
問
い
の
本
位
」
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

・
最
後
に
、「
不
適
切
」
な
疑
問
も
含
め
て
自
由
に
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
大
学
・

学
校
の
よ
う
な
閉
鎖
的
空
間
が
、
こ
う
し
た
試
み
に
は
不
可
欠
の
前
提
条
件
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。「
オ
ー
プ
ン
」
な
空
間
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
で
き
る

教
育
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

　

注

  （
１
） 

日
本
学
術
会
議　

心
理
学
・
教
育
学
委
員
会
・
史
学
委
員
会
・
地
域
研
究
委
員
会

合
同
高
校
地
理
歴
史
科
教
育
に
関
す
る
分
科
会
「
新
し
い
高
校
地
理
・
歴
史
教
育
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の
創
造

―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
時
空
間
認
識
の
育
成

―
」、
二
〇
一
一

年
、
三
六
頁　

http://w
w

w
.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-t130-2.pdf

〈
二
〇
二
二
年
一
月
二
〇
日
参
照
〉 ;

日
本
学
術
会
議　

史
学
委
員
会
中
高
大
歴

史
教
育
に
関
す
る
分
科
会
「
提
言
―
―
歴
史
的
思
考
力
を
育
て
る
大
学
入
試
の

あ
り
方
に
つ
い
て
―
―
」、
二
〇
一
九
年
、
五
頁　

http://w
w

w
.scj.go.jp/ja/info/

kohyo/pdf/kohyo-24-t283-2.pdf

〈
二
〇
二
二
年
一
月
二
〇
日
参
照
〉

  （
２
） 

複
眼
的
視
点
に
つ
い
て
は
、
西
山
論
文
を
参
照
。

  （
３
） 

日
高
智
彦
「「
歴
史
的
に
考
え
る
」
こ
と
の
学
び
方
・
教
え
方
」
南
塚
信
吾
・
小

谷
汪
之
編
著
『
歴
史
的
に
考
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
九
年
、
一
八
三
頁
。

  （
４
） 

南
塚
信
吾
「
日
常
の
中
で
歴
史
的
に
考
え
る
「
七
カ
条
」」
南
塚
・
小
谷
同
上
編
著
、

二
一
八‒

二
二
〇
頁
。

  （
５
） B

eck, R
oger B

. et al., W
orld H

istory. Patterns of Interaction, Evanston, 2007.

  （
６
） 

ド
イ
ツ
連
邦
政
治
教
育
セ
ン
タ
ーhttps://w

w
w
.bpb.de/shop/lernen/film

hefte/ 

;

イ
ギ
リ
ス
「Film

 Education

」http://w
w
w
.film

education.org/
〈
い
ず
れ
も

二
〇
二
二
年
一
月
二
〇
日
参
照
〉

  （
７
） 

小
野
寺
拓
也
・
西
山
暁
義
「
占
領
地
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
―
―
ベ
ル
ギ
ー
人
少
女

か
ら
ド
イ
ツ
人
兵
士
へ
の
手
紙
（
一
）
―
―
」『
ク
ァ
ド
ラ
ン
テ
』
第
二
二
号
、

二
〇
二
〇
年
。

  （
８
） 

詳
し
く
は
、
以
下
を
参
照
。
オ
ラ
ン
ダ
国
立
戦
時
資
料
研
究
所
編
、
深
町
眞
理
子

訳
『
ア
ン
ネ
の
日
記　

研
究
版
』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
四
年;

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・

サ
リ
ヴ
ァ
ン
、
山
本
や
よ
い
訳
『
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
の
密
告
者
―
―
最
新
の
調

査
技
術
が
解
明
す
る
七
八
年
目
の
真
実
―
―
』
ハ
ー
パ
ー
コ
リ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
、

二
〇
二
二
年
。
た
だ
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ベ
ル
フ
が
フ
ラ
ン
ク
一
家

の
密
告
者
で
あ
る
と
い
う
後
者
の
主
張
は
、
根
拠
が
十
分
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

  （
９
） 

ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
、
深
町
眞
理
子
訳
『
ア
ン
ネ
の
日
記
（
増
補
新
訂
版
）』
文

藝
春
秋
、
二
〇
〇
三
年
。

  （
10
） M

eissel, Lukas, N
ot “H

ow
 W

as It Possible”, but “W
ho M

ade It Possible”: The 

Topic of Perpetrators in H
olocaust Education in A

ustria, in: Low
er, W

endy/ 

R
ossi, Lauren Faulkner (eds.), N

ew
 D

irections in H
olocaust Research and 

Education, Illinois, 2017. 

筆
者
は
、「
加
害
者
」
の
視
点
か
ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を

考
え
る
試
み
と
し
て
、
絶
滅
収
容
所
長
フ
ラ
ン
ツ
・
シ
ュ
タ
ン
グ
ル
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
録
を
使
っ
た
授
業
実
践
も
何
度
か
行
っ
て
き
て
い
る
（
ギ
ッ
タ
・
セ
レ
ニ

ー
、
小
俣
和
一
郎
訳
『
人
間
の
暗
闇
―
―
ナ
チ
絶
滅
収
容
所
長
と
の
対
話
―
―
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）。
だ
が
「
加
害
者
」
の
場
合
に
も
、
こ
の
「
共
感
」

と
い
う
問
題
は
生
じ
る
。
し
か
も
「
加
害
者
」
の
場
合
、
共
感
が
昂
じ
て
あ
ら
ゆ

る
分
析
的
視
座
を
拒
み
、「
現
在
の
視
点
か
ら
批
判
す
べ
き
で
な
い
」
と
い
う
「
殻
」

に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
時
々
生
じ
る
。

  （
11
） M

oger, Susan, Teaching the D
iary of Anne Frank. An In-D

epth Resource for 

Learning About the H
olocaust Through the W

ritings of Anne Frank, N
ew

 

York, 1998.

  （
12
） Ibid., p.62.

  （
13
） 

フ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、
一
二
四
、一
四
二
頁
。

  （
14
） 

同
上
、
一
二
七‒

一
二
八
頁
。

  （
15
） 

同
上
、
八
六
頁
。
一
九
四
二
年
九
月
二
八
日
の
記
述
。

  （
16
） M

oger, op.cit., pp.62, 54.

  （
17
） 
参

照
、A

bram
ovitch, Ilana, Teaching A

nne Frank in the U
nited States, 

in: K
irshenblatt-G

im
blett, B

arbara/ Shandler, Jeffery (eds.), Anne Frank 

U
nbound. M

edia, Im
agination, M

em
ory, B

loom
ington/ Indianapolis, 2012.

  （
18
） 

た
だ
し
、
本
授
業
を
履
修
し
た
の
は
ゼ
ミ
履
修
を
考
え
て
い
る
二
年
生
（
前
任
校
）
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や
ゼ
ミ
生
の
四
年
生
（
現
任
校
）
で
あ
る
た
め
、
歴
史
に
ほ
と
ん
ど
興
味
の
な
い

学
生
は
含
ま
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

  （
19
） 

H
ir

s
c
h

f
e
ld

, 
G

e
r
h

a
r
d

, 
S

ie
 
f
ü

h
lte

n
 
s
ic

h
 
s
ic

h
e
r, 

d
a
s
 
w

a
r
 
ih

r
 V

e
r
h

ä
n

g
n

is
, 

in
: 

Frankfurter Allgem
eine Zeitung

 2
5
.1

.2
0
2
2
, S

.1
1
.

  （
20
） 

フ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、五
二
二
頁
。一
九
四
四
年
五
月
二
二
日
の
記
述
。こ
の
文
脈
で
、

ナ
チ
占
領
下
の
オ
ラ
ン
ダ
を
題
材
に
し
た
映
画
『
ブ
ラ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
』（
二
〇
〇
六

年
）
も
学
生
に
は
推
奨
す
る
。

  （
21
） 

同
上
、
二
七
、三
二
頁
。
一
九
四
二
年
六
月
二
〇
日
、
二
四
日
の
記
述
。

  （
22
）  

W
a
lk

, J
o
s
e
p
h
 (H

g
.), D

as Sonderrecht für die Juden im
 N

S-Staat, H
e
id

e
lb

e
rg

, 

1
9
9
6
.

  （
23
） 

オ
ッ
ト
ー
・
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
、
小
川-
フ
ン
ケ
里
美
・
宮
崎
登
訳
『
私
は
証

言
す
る
―
―
ナ
チ
時
代
の
日
記
一
九
三
三
―
一
九
四
五
年
―
―
』
大
月
書
店
、

一
九
九
九
年
、
二
〇
九‒

二
一
一
頁
。
一
九
四
二
年
六
月
二
日
の
記
述
。

  （
24
） 

フ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、
二
四
六‒

二
四
七
頁
。
一
九
四
三
年
一
一
月
三
日
の
記
述
。

  （
25
） 

参
照
、R

ic
h
a
rd

z
, M

o
n
ik

a
, W

e
ih

n
u
k
k
a
: D

a
s
 W

e
ih

n
a
c
h
ts

fe
s
t im

 jü
d
is

c
h
e
n
 B

ü
r-

g
e
rtu

m
, in

: K
u
g
e
lm

a
n
n
, C

illy
 (H

g
.), W

eihnukka : G
eschichten von W

eihnach-

ten und C
hanukka

, B
e
rlin

, 2
0
0
5
.

  （
26
） 

フ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、
二
五
四
頁
。
一
九
四
三
年
一
一
月
一
一
日
の
記
述
。

  （
27
） 

た
と
え
ば
、
改
革
派
ラ
ビ
で
あ
る
ハ
イ
ネ
マ
ン
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
に

よ
る
一
九
一
一
年
の
論
説
を
参
照
。V

o
g
e
ls

te
in

, H
e
in

e
m

a
n
n
, A

b
e
rm

a
ls

 d
ie

 

F
e
u

e
rb

e
s
ta

ttu
n

g
, in

: Allgem
eine Zeitung des Judentum

s
 1

2
.0

5
.1

9
1
1

 (J
g

. 7
5

, 

N
r. 1

9
), S

. 2
2
2
-2

2
3
. 

本
新
聞
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
全
文
閲
覧
が

可
能
で
あ
る
。h

ttp
s
://s

a
m

m
lu

n
g
e
n
.u

b
.u

n
i-fra

n
k
fu

rt.d
e
/c

m
/p

e
rio

d
ic

a
l/title

in
-

fo
/3

2
2
4
7
3
7

〈
二
〇
二
二
年
一
月
三
〇
日
参
照
〉

  （
28
） 

西
山
暁
義
「
墓
を
訪
ね
て
三
千
里
―
―
ド
イ
ツ
最
古
の
火
葬
場
に
て
―
―
」

（
二
〇
一
八
年
）。h

ttp
s
://w

w
w

.k
y
o
rits

u
-w

u
.a

c
.jp

/a
c
a
d
e
m

ic
s
/u

n
d
e
rg

ra
d
u
a
te

/

k
o

k
u

s
a
i/a

c
t/d

e
ta

il.h
tm

l?
id

=
1

4
6

; A
e
te

rin
ita

s
 e

.V
. V

e
rb

ra
u

c
h

e
rin

itia
tiv

e
 B

e
s
ta

t-

tu
n

g
s
k

u
ltu

r. G
e
s
c
h

ic
h

te
 u

n
d

 Z
a
h

le
n

 h
ttp

s
://w

w
w

.a
e
te

rn
ita

s
.d

e
/in

h
a
lt/b

e
s
ta

t-

te
n

_
b

e
is

e
tz

e
n

/th
e
m

e
n

/b
e
s
ta

ttu
n

g
s
fo

rm
e
n

/fe
u

e
rb

e
s
ta

ttu
n

g
/g

e
s
c
h

ic
h

te
_

z
a
h

le
n 

〈
い
ず
れ
も
二
〇
二
二
年
一
月
二
〇
日
参
照
〉

  （
29
） 

フ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、
五
六
一
頁
。
一
九
四
四
年
七
月
六
日
の
記
述
。

  （
30
） 

同
上
、
四
五
三‒

四
五
四
頁
。
一
九
四
四
年
四
月
一
一
日
の
記
述
。

  （
31
） 

同
上
、
五
二
三
頁
。
一
九
四
四
年
五
月
二
二
日
の
記
述
。

  （
32
） 

同
上
、
九
六‒

九
八
頁
。
一
九
四
二
年
一
二
月
七
日
の
記
述
。

  （
33
） 

G
a
llin

, Is
a
b

e
l, Rechtsetzung ist M

achtsetzung: D
ie deutsche Rechtsetzung in 

den N
iederlanden 1940-1945

, F
ra

n
k
fu

rt a
.M

., 1
9
9
9
, S

.1
0
8
.

  （
34
） 

ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
の
推
計
に
よ
る
と
、
一
九
四
〇
年
時
点
で
一
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル

ク
は
四
・
四
ヨ
ー
ロ
、
一
九
四
四
年
に
は
四
ユ
ー
ロ
。h

ttp
s
://w

w
w

.b
u
n
d
e
s
b
a
n
k
.

d
e

/r
e

s
o

u
r
c

e
/b

lo
b

/6
1

5
1

6
2

/1
3

c
8

a
b

8
e

0
9

d
8

0
2

f
f
c

f
2

e
5

a
8

a
e

5
0

9
8

2
9

c
/m

L
/

k
a
u

fk
ra

fta
e
q

u
iv

a
le

n
te

-h
is

to
ris

c
h

e
r-b

e
tra

e
g

e
-in

-d
e
u

ts
c
h

e
n

-w
a
e
h

ru
n

g
e
n

-d
a
ta

.

p
d
f

〈
二
〇
二
二
年
二
月
二
五
日
参
照
〉　
以
下
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
一
ラ
イ
ヒ
ス

マ
ル
ク
は
五
ユ
ー
ロ
換
算
と
さ
れ
る
。
正
確
な
数
字
の
算
出
は
も
と
よ
り
困
難
で

あ
り
、
本
論
で
の
数
字
も
概
数
と
し
て
考
え
ら
れ
た
い
。K

u
c
z
y
n
s
k
i, T

h
o
m

a
s
, 

D
ie

 L
e
g

e
n

d
e
 v

o
m

 n
a
tio

n
a
le

n
 S

o
z
ia

lis
m

u
s
, in

: sozial.geschichte
 2

0
(2

0
0

5
), 

S
.7

7
-8

5
.

  （
35
） 
フ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、
四
九
一
、一
五
七
、二
一
九‒

二
二
〇
頁
。
一
九
四
四
年
五
月

六
日
、
一
九
四
三
年
三
月
一
二
日
、
一
九
四
三
年
八
月
一
〇
日
の
記
述
。

  （
36
） 

同
上
、
四
九
一
頁
。
一
九
四
四
年
五
月
六
日
の
記
述
。

  （
37
） 

参
照
、P

e
tric

k
-F

e
lb

e
r, N

ic
o
le

, K
riegw

ichtiger G
enuss. Tabak und K

affee im
 

„ D
ritten Reich“

, G
ö
ttin

g
e
n
, 2

0
1
5
.
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  （
38
） 

フ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、
一
三
八
頁
。
一
九
四
二
年
一
二
月
二
二
日
の
記
述
。

  （
39
） 
同
上
、
三
七
九
頁
。
一
九
四
四
年
三
月
一
六
日
の
記
述
。

  （
40
） 
同
上
、
三
一
六
頁
。
一
九
四
四
年
二
月
三
日
の
記
述
。

  （
41
） 

同
上
、
三
八
〇
頁
。
一
九
四
四
年
三
月
一
六
日
の
記
述
。

  （
42
） 

同
上
、
四
三
二‒

四
三
四
頁
。
一
九
四
四
年
四
月
五
日
の
記
述
。

  （
43
） 

同
上
、
四
〇
五
頁
。
一
九
四
四
年
三
月
二
三
日
の
記
述
。
ア
ン
ネ
の
性
に
関
す
る

記
述
に
つ
い
て
は
、
次
も
参
照
。C

harnow
, Sally, C

ritical Thinking: Scholars 

R
eread the D

iary, in: K
irshenblatt-G

im
blett/ Shandler (eds.), op.cit.

  （
44
） 

同
上
、
三
〇
頁
。
一
九
四
二
年
六
月
二
一
日
の
記
述
。

  （
45
） 

同
上
、
一
七
頁
。
一
九
四
二
年
六
月
一
五
日
の
記
述
。

  （
46
） 

参
照
、
小
野
寺
拓
也
「
過
去
の
人
び
と
の
手
紙
を
読
む
と
い
う
こ
と
」『pieria

』

第
一
一
号
（
二
〇
一
九
年
）。

  （
47
） 

フ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、
三
八
七
頁
。
一
九
四
四
年
三
月
一
八
日
の
記
述
。

  （
48
） 

同
上
、
二
〇
八
頁
。
一
九
四
三
年
八
月
四
日
の
記
述
。

  （
49
） 

同
上
、
一
六
五
頁
。
一
九
四
三
年
三
月
二
五
日
の
記
述
。

  （
50
） 

同
上
、
一
〇
三
頁
。
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
四
日
の
記
述
。

  （
51
） 

同
上
、
三
七
九
頁
。
一
九
四
四
年
三
月
一
六
日
の
記
述
。

  （
52
） 

同
上
、
二
九
三
頁
。
一
九
四
四
年
一
月
一
五
日
の
記
述
。

  （
53
） 

参
照
、
渡
部
竜
也
・
井
手
口
泰
典
『
社
会
科
授
業
づ
く
り
の
理
論
と
方
法
―
―

本
質
的
な
問
い
を
生
か
し
た
科
学
的
探
究
学
習
―
―
』
明
治
図
書
、
二
〇
二
〇

年;

星
瑞
希
「
問
い
の
構
造
図
に
基
づ
く
授
業
開
発
の
実
際
と
質
的
改
善
に
関
す

る
研
究
―
―
生
徒
の
知
的
性
向
の
成
長
と
教
師
の
授
業
改
善
に
関
す
る
問
題
提
起

―
―
」『
教
育
研
究
〈
中
央
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
紀
要
〉』
第
三
四
号
、

二
〇
二
一
年
。

  （
54
） 

参
照
、
小
野
寺
拓
也
「「
歴
史
総
合
」
へ
の
期
待
と
課
題
」『
山
川
歴
史

P
R
E
S
S
』
第
六
号
（
二
〇
二
二
年
）。

（
お
の
で
ら  

た
く
や 

・ 

東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
）

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
か
ら

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
高
校
歴
史
教
育
を
展
望
す
る
　
　
　

　
　
―
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
歴
史
修
正
主
義
を
乗
り
越
え
る
処
方
箋

―
川
島
啓
一

　
筆
者
は
、
二
〇
二
◯
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
現
代
史
学
会
第
四
三
回
大
会

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
ド
イ
ツ
現
代
史
研
究
か
ら
歴
史
総
合
へ
―
史
料
か
ら
考
え

る
歴
史
教
育
の
模
索
―
」
に
お
い
て
、
西
山
・
小
野
寺
両
氏
の
報
告
に
対
し
て
、

高
校
教
員
の
立
場
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
記
録
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
両
報
告
か
ら
の
引
用
は
当
日
の
レ
ジ
ュ
メ
に
基
づ
い
て
お
り
、
本
特
集
に
掲

載
さ
れ
る
論
考
と
対
応
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
、ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
１　

西
山
報
告
に
つ
い
て

　　
「（
一
）
概
説
の
活
況
？
：
記
憶
（
映
画
・
博
物
館
）
を
題
材
・
出
発
点
と
す
る
も

の
、
あ
る
い
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
重
視
し
た
各
国
史

の
刊
行
」
が
「
読
み
手
に
対
し
て
多
様
な
観
点
を
提
示
、興
味
を
喚
起
す
る
一
方
で
、

概
説
と
し
て
の
規
範
性
、
新
た
な
「
正
解
」
と
さ
れ
る
可
能
（
危
険
）
性
」
を
招
く

の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
、
概
説
書
は
高
校
教
員
が
授
業
作
成
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
と
て
も
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
指
摘
の

通
り
、
そ
の
「
規
範
性
」
が
「
新
た
な
「
正
解
」」
と
さ
れ
る
」
事
態
を
生
み
出
し

て
い
る
と
私
も
考
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
高
校
教
員
は
、
そ
の
「
規
範
性
」
を
十
分

に
自
覚
し
た
う
え
で
、
授
業
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
高
校
教
員
が
高
校
生
に
対
し
て
「
新
た
な
「
正

解
」」
の
大
量
暗
記
を
課
す
危
険
性
が
あ
る
点
で
あ
る
。
か
つ
て
、小
川
幸
司
は
「
苦

役
へ
の
道
は
世
界
史
教
師
の
善
意
で
し
き
つ
め
ら
れ
て
い
る）

1
（

」
と
指
摘
し
、
高
校
歴

史
教
育
に
お
い
て
歴
史
用
語
の
単
な
る
暗
記
、
分
類
を
主
と
す
る
授
業
が
跋
扈
し
て

い
る
こ
と
を
戒
め
た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
授
業
が
、
高
校
生
か
ら
歴
史
の
意
味
を

学
ぶ
機
会
や
歴
史
と
対
話
す
る
機
会
を
奪
っ
て
い
る
こ
と
を
戒
め
た
。
ま
た
、
小
川

は
大
著『
世
界
史
と
の
対
話　
７
０
時
間
の
歴
史
批
評）

2
（

』を
著
し
、歴
史
学
習
の「
苦

役
」を
乗
り
越
え
、歴
史
と
深
く
対
話
す
る
実
践
を
世
に
問
う
た
。
こ
の
優
れ
た「
宝

箱
」
を
こ
れ
か
ら
の
高
校
歴
史
教
育
―
「
歴
史
総
合
」「
日
本
史
探
究
」「
世
界
探

究
」
―
に
お
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
実
践
で
き
る
か
、
正
念
場
で
あ
ろ
う
。

高
校
教
員
は
、
新
た
な
「
正
解
」
の
大
量
暗
記
を
課
す
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
常
に
注
意
し
、授
業
内
容
を
精
選
し
、焦
点
化
す
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
、

勝
山
元
照
は
「「
歴
史
教
育
の
転
換
」
に
あ
た
り
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
第
一
に
、

内
容
精
選
へ
の
教
師
の
自
覚
と
省
察
が
問
わ
れ
て
い
る
。
新
教
科
書
の
記
載
事
項
に

つ
い
て
、「
網
羅
的
扱
い
」
が
行
わ
れ
な
い
か
と
の
懸
念
を
抱
く
。
網
羅
主
義
は
、

た
と
え
探
究
的
事
項
で
あ
っ
て
も
、
暗
記
主
義
と
は
別
の
意
味
で
生
徒
の
多
忙
化
と

思
考
停
止
を
招
き
、「
転
換
」
を
破
綻
に
追
い
込
む）

3
（

」
と
警
鐘
を
な
ら
す
。
至
言
と

言
え
よ
う
。

「（
二
）史
料
の
不
在
？
：
概
説
系
文
献
に
お
け
る
史
料（
文
書・図
像
）の
少
な
さ
」

お
よ
び
「
高
校
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
史
料
の
豊
富
な
掲
載
（
ド
イ
ツ
史
：
ヴ
ェ
ル

ナ
ー
『
ド
イ
ツ
建
国
宣
言
』（
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
）、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
北
時
の

ベ
ル
リ
ン
国
会
議
事
堂
に
ソ
連
国
旗
を
掲
げ
る
赤
軍
兵
士
、
な
ど
）」
を
取
り
上
げ
、

「
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
ほ
と
ん
ど
は
本
文
記
述
の
確
認
の
た
め
で
あ
り
、
史

料
自
体
の
批
判
的
読
解
、
分
析
、
考
察
を
目
的
と
す
る
も
の
は
ま
れ
」
だ
と
い
う
指

摘
に
つ
い
て
、
私
も
同
意
す
る
。
一
方
、
近
年
教
科
書
に
は
、
史
料
自
体
の
批
判
的

読
解
を
特
集
ペ
ー
ジ
と
し
て
い
く
つ
か
組
み
込
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
高
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校
歴
史
教
育
で
は
、
歴
史
的
思
考
（
力
）
を
育
成
す
る
た
め
に
も
史
料
自
体
の
批
判

的
読
解
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
る
。

「（
三
）史
料
集
の
存
在
：（
高
校
）大
学
教
育
レ
ベ
ル
で
い
え
ば
、『
世
界
史
史
料
』

（
全
一
二
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六‒

一
三
年
）
と
い
う
浩
瀚
な
史
料
集
の
存
在
」

の
指
摘
に
つ
い
て
、高
校
歴
史
教
育
に
お
い
て
も
、こ
の『
世
界
史
史
料
』と
い
う「
宝

箱
」
の
ど
の
史
料
を
ど
の
程
度
、
教
材
化
し
て
実
践
可
能
か
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

と
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
教
材
化
は
、簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
高
校
教
員
に
と
っ
て
難
し
く
、
時
間
の
か
か
る
作
業
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ま
で
に
『
世
界
史
史
料
』
が
教
材
化
さ
れ
実
践
さ

れ
て
き
た
事
例
を
参
照
し
て
ゆ
く
の
が
よ
い）

4
（

。『
世
界
史
史
料
』
に
は
、
一
次
史
料

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
そ
の
解
説
が
充
実
し
て
い
る
。
高
校
で
歴
史
を
担

当
す
る
教
員
は
皆
、
歴
史
学
を
専
攻
し
て
教
壇
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ

っ
て
、
こ
の
充
実
し
た
解
説
を
手
掛
か
り
に
、
教
室
で
の
実
践
へ
結
び
付
け
て
ゆ
く

の
が
良
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
高
校
歴
史
教
育
で
は
、
こ
の
『
世
界
史
史
料
』
と

い
う
「
宝
箱
」
を
新
た
に
始
ま
る
「
歴
史
総
合
」「
世
界
史
探
究
」「
日
本
史
探
究
」

の
授
業
で
ど
れ
ほ
ど
教
材
化
で
き
る
か
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
歴
史
教
育
を
大
き
く
左

右
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
」
に
資
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
冊
の
「
宝
箱
」
の
教

材
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
三
成
美
保
・
姫
岡
と
し
子
・
小
浜
正
子
編
『
歴
史
を

読
み
替
え
る　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
世
界
史
』（
大
月
書
店
、
二
◯
一
四
年
）、
久

留
島
典
子
・
長
野
ひ
ろ
子
・
長
志
珠
絵
編
『
歴
史
を
読
み
替
え
る　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か

ら
見
た
日
本
史
』（
大
月
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
宝
箱
」
は
、

高
校
歴
史
教
育
で
十
分
に
教
材
化
し
、
実
践
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る）

5
（

。

「（
五
）
同
時
代
の
社
会
に
お
け
る
複
数
の
ア
ク
タ
ー
の
存
在
、
差
別
（
抑
圧
）

す
る
側
と
さ
れ
る
側
、そ
の
正
当
化
と
否
定
の
論
理
、第
三
者
（
傍
観
者
、同
調
者
）

の
存
在
に
目
を
向
け
る
の
は
困
難
」
で
あ
り
、「「
対
立
や
差
別
、
抑
圧
」
を
め
ぐ
る

複
眼
性
を
史
料
の
提
示
の
中
で
よ
り
積
極
的
に
提
示
し
て
い
く
必
要
性
」
が
あ
る
と

い
う
指
摘
に
つ
い
て
、
高
校
歴
史
教
育
で
も
同
様
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
多
く
の
歴
史
事
象
を
「
広
く
浅
く
」
学

ぶ
こ
と
が
、
一
般
的
に
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
高
校
歴
史
学
習

は
、
政
治
史
に
偏
り
が
ち
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
高
校
生
は
王
朝
、
国
家
、
帝
国
な

ど
支
配
す
る
側
の
法
令
や
制
度
を
頻
繁
に
学
ぶ
が
、
一
方
、
そ
の
法
令
や
制
度
が
否

応
な
く
適
用
さ
れ
る
人
々
の
実
態
を
十
分
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。な
か
で
も「
差

別
（
抑
圧
）
さ
れ
る
側
」
の
実
態
を
十
分
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
「
歴
史

総
合
」
は
、
二
単
位
で
時
間
的
余
裕
が
な
い
た
め
、
高
校
歴
史
教
員
は
、
上
記
二
つ

の
指
摘
を
自
覚
し
て
実
践
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「（
五
）
外
国
史
の
障
壁
」
に
つ
い
て
「
西
洋
（
近
現
代
）
史
研
究
に
お
け
る
文

献
講
読
へ
の
力
点
」
が
あ
る
「
一
方
で
、「
史
料
批
判
」
的
手
ほ
ど
き
は
ほ
と
ん
ど

受
け
ず
」、
そ
の
た
め
「
提
示
す
る
多
様
な
史
料
（
手
紙
、
日
記
、
回
想
録
、
裁
判

記
録
、新
聞
記
事
、官
庁
統
計
な
ど
）
の
特
質
、そ
の
歴
史
性
に
つ
い
て
学
ぶ
必
要
性
」

が
あ
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
、特
に「
歴
史
総
合
」で
は
、大
項
目
Ａ「
歴
史
の
扉
」

に「（
二
）歴
史
の
特
質
と
資
料
」と
い
う
学
習
が
設
定
さ
れ
た
た
め
、い
わ
ゆ
る「
史

料
批
判
」の
一
部
を「
歴
史
総
合
」で
実
践
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て『
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領 （
平
成
三
◯
年
告
示
）
解
説　
地
理
歴
史
編
』
で
は
、
以
下

の
よ
う
に
学
習
の
ね
ら
い
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
や
世
界
の
様
々
な
地
域
の
人
々
の
歴
史
的
な
営
み
の
痕
跡
や
記
録
で
あ

る
遺
物
、
文
書
、
図
像
な
ど
の
資
料
を
活
用
し
、
複
数
の
資
料
の
関
係
や
異

同
に
着
目
し
て
、
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
情
報
の
意
味
や
意
義
、
特
色
な
ど
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を
考
察
し
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
料
に
基
づ
い
て
歴
史
が
叙
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
、
資
料
を
取
り
扱
う
際
の
留
意
点
に
気
付
く
こ

と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
る）

6
（

。

こ
の
よ
う
な
学
習
に
は
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
紹
介
さ
れ
た
「
独
波
共
通

歴
史
教
科
書
に
お
け
る
史
料
分
析
の
解
説
項
目
」の「
文
書
史
料
を
解
明
す
る
」「
記

念
碑
を
分
析
す
る
」「
建
築
物
を
調
査
し
、比
較
す
る
」「
歴
史
地
図
の
分
析
す
る
」「
風

刺
ビ
ラ
を
解
読
す
る
」「
政
治
的
風
刺
画
を
解
釈
す
る
」「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
図
像
を
解

釈
す
る
」
な
ど
の
学
習
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
私
自
身
は
『
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
共
通
歴
史
教
科
書
【
現
代
史
】

１
９
４
５
年
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界）

7
（

』
を
参
考
に
「
史
料
の
性
質
を
理
解
す

る
」
学
習
を
『
日
本
教
育
新
聞
』
紙
上
に
提
示
し
た）

8
（

。
こ
の
教
科
書
に
は
「
学
習
方

法
」と
い
う
章
が
あ
り
、そ
こ
に
は「
文
書
を
説
明
す
る
」「
歴
史
地
図
を
読
み
解
く
」

「
統
計
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
」「
戯
画
を
分
析
す
る
」「
論
文
を
書
く
」「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
、
発
表
を
行
う
」「
レ
ポ
ー
ト
発
表
を
準
備
し
、
行
う
」
と
い
う
学
習

課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
習
も
「
歴
史
総
合
」「
歴
史
の
扉
」「（
二
）

歴
史
の
特
質
と
資
料
」
に
有
効
で
あ
ろ
う
。

「（
六
）
歴
史
授
業
に
お
け
る
「
複
眼
的
視
点
」
の
実
践
、
そ
の
た
め
の
史
料
集

の
必
要
性
」
に
つ
い
て
、コ
メ
ン
ト
し
た
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
複
眼
的
視
点
」

に
つ
い
て
歴
史
教
育
学
者
ク
ラ
ウ
ス
・
ベ
ル
ク
マ
ン
の
議
論
と
し
て
、
以
下
が
紹
介

さ
れ
た
。複

眼
的
視
点
と
は
、
同
時
代
人
に
よ
る
経
験
と
認
識
の
次
元
、
後
に
生
ま
れ

た
も
の
に
よ
る
解
釈
の
次
元
、
そ
し
て
ま
た
記
憶
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
現
在

と
未
来
に
お
け
る
方
向
性
の
次
元
に
お
い
て
、
多
く
の
異
な
る
見
方
を
観
察

し
、
尊
重
し
、
そ
し
て
熟
考
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
三
つ
の
次
元
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
高
校
歴
史
教
育
に
も
重
要
な
視
点
を

提
供
し
て
い
る
。
例
と
し
て
、「
歴
史
総
合
」に
お
い
て
も
重
要
学
習
事
項
と
な
る「
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
を
取
り
あ
げ
て
説
明
し
よ
う
。

一
つ
目
の
「
同
時
代
人
に
よ
る
経
験
と
認
識
の
次
元
」
で
は
、
ど
の
よ
う
に
問

う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
た
と
え
ば
、
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
や
重
慶
爆
撃
に
従
事
し
た

兵
士
は
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
。
ま
た
、

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
や
原
子
爆
弾
の
投
下
を
決
定
し
た
高
位
の
軍
人
や
政
治
家
は
、
ど

の
よ
う
な
議
論
を
経
て
決
め
た
の
か
。
そ
の
過
程
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
、

日
記
や
手
記
に
ど
の
よ
う
に
記
録
し
た
の
か
。さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
戦
場
に
い
た
人
々

は
ど
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
、
な
ど
と
問
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
同
時
代
性
に
焦
点
化
し
た
次
元
の
学
習
に
よ
り
、
高
校
生

は
、
同
時
代
に
生
き
た
様
々
な
人
々
の
視
点
か
ら
歴
史
事
象
を
多
面
的
・
多
角
的
に

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
二
つ
目
の
「
後
に
生
ま
れ
た
も
の
に
よ
る
解
釈
の
次
元
」
で
は
、
論
争
的
な
歴
史

学
習
が
展
開
さ
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、
高
校
生
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
ア
ジ

ア
解
放
の
た
め
の
戦
争
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ア
ジ
ア
を
支
配
す
る
た
め
の
戦
争

だ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
自
存
自
衛
の
戦
争
だ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
侵
略
戦
争
だ
っ
た
の
か
、
な
ど
と
い
う
二
項
対
立
的
な
問
い
を
立
て
る
か

も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、な
ぜ
原
子
爆
弾
の
投
下
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か
、な
ぜ
「
後

に
生
ま
れ
た
も
の
」
で
あ
っ
て
も
、
世
代
が
変
わ
る
ご
と
に
歴
史
に
対
す
る
認
識
が

変
化
す
る
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
い
を
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な

歴
史
認
識
を
問
う
論
争
的
な
学
習
に
つ
な
が
る
「
解
釈
の
次
元
」
は
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
高
校
歴
史
教
育
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
核
心
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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三
つ
目
の
「
記
憶
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
現
在
と
未
来
に
お
け
る
方
向
性
の
次
元
」

で
は
、ど
う
だ
ろ
う
か
。
高
校
生
は
、次
の
よ
う
な
問
い
を
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
ぜ
オ
バ
マ
大
統
領
は
広
島
の
平
和
記
念
館
公
園
を
訪
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
、

な
ぜ
オ
バ
マ
大
統
領
以
前
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
統
領
は
、
そ
こ
へ
訪
れ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
福
田
康
夫
元
首
相
は
、
中
国
の
南
京
大
虐
殺
記
念
館
を
訪
問

し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
い
う
戦
争
の
惨
禍
を
忘
れ
な
い
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
記
念
碑
を
建
て
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
日
本
、
中
国
、
韓
国

の
高
校
生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
と
も
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
授
業
を

学
ぶ
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
授
業
が
良
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
記
憶
文
化
を

通
し
て
歴
史
を
学
ぶ
授
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
高
校
歴
史
教
育
に
お
い
て
必
須

で
あ
り
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、「（
六
）
歴
史
授
業
に
お
け
る
「
複
眼
的
視
点
」
の
実
践
、
そ
の
た
め
の
史

料
集
の
必
要
性
」
の
後
部
、「
そ
の
た
め
の
史
料
集
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
し
た
い
。
現
在
、
高
校
歴
史
教
科
書
や
副
教
材
は
、
徐
々
に
史
資
料
が
記
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
要
求
す
る
論
争
的

な
歴
史
学
習
を
深
い
学
び
へ
と
導
く
た
め
に
は
、
不
十
分
と
言
え
る
。
高
校
教
員
向

け
に
新
た
に
編
集
さ
れ
た
資
料
集
の
出
版
が
、
待
望
さ
れ
て
い
る
。

高
校
教
員
向
け
の
資
料
集
と
し
て
、
綿
引
弘
著
『
１
０
０
時
間
の
世
界
史　
資

料
と
扱
い
方
』（
地
歴
社
、
一
九
九
二
年
）、
福
島
県
高
等
学
校
地
歴
・
公
民
科
研
究

会
世
界
史
資
料
編
集
委
員
会
編
『
新
世
界
史
資
料
集
』（
清
水
書
院
、
一
九
九
四
年
）

は
、と
も
に
文
書
史
料
が
充
実
し
て
お
り
、特
筆
さ
れ
る
べ
き
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
者
は
絶
版
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
両
著
と
も
に
掲
載
さ
れ
る
資
料
の

古
さ
は
、
や
は
り
否
め
な
い
。
九
〇
年
代
以
降
、
こ
の
よ
う
な
文
書
史
料
が
充
実
し

た
高
校
教
員
向
け
の
歴
史
資
料
集
の
出
版
は
、
残
念
な
が
ら
、
皆
無
で
あ
る
。

『
世
界
史
史
料
』（
全
一
二
巻
、岩
波
書
店
、二
〇
〇
六‒

一
三
年
）
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
の
「
宝
箱
」
を
こ
れ
か
ら
の
高
校
歴
史
教
育
向
け
に
、
い
か

に
編
集
し
て
、
日
々
の
資
料
集
と
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
こ
の
こ
と
は
日
本
の
歴
史

教
育
の
未
来
を
大
き
く
左
右
し
よ
う
。
現
在
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
教
育
環
境
に
あ

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
歴
史
教
育
で
は
、
論
争
的
な
学
習
に
つ
い
て
も
深
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
そ
の
た
め
の
史
料
集
の
必
要
性
」
は
、
高
校
歴
史
教
育

に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
２　

小
野
寺
報
告
に
つ
い
て

　　
ま
ず
、「『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
を
つ
か
っ
た
授
業
実
践
」
に
つ
い
て
「
方
法
：
五 

回
に
わ
け
事
前
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
う
え
で
、
疑
問
・
質
問
・
意
見
・
感
想
を
と
に

か
く
提
示
す
る
」
と
い
う
大
学
で
の
実
践
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。

「
歴
史
総
合
」
で
は
、
学
習
指
導
要
領
で
は
「
生
徒
が
問
い
を
表
現
す
る
」
学
習

活
動
が
「
近
代
化
と
私
た
ち
」「
国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち
」「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
私
た
ち
」
と
い
う
各
大
項
目
の
は
じ
め
、中
項
目
（
一
）
で
求
め
ら
れ
る
。

各
項
目
の
学
習
活
動
が
生
徒
の
問
い
を
基
点
と
し
て
始
ま
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
探
求
科
目
は
「
生
徒
が
問
い
を
表
現
す
る
」
学
習
活
動
の
上

に
成
り
立
つ
。

高
校
生
も
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
の
具
体
的
か
つ
詳
細
な
記
述
を
読
む
と
、
様
々

な
疑
問
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
高
校
生
の
中
に
は
、
歴
史
事
象
に
つ
い
て
、
疑

問
を
提
示
し
、質
問
を
行
う
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
者
も
い
よ
う
。し
た
が
っ
て
、『
ア

ン
ネ
の
日
記
』
を
読
ん
だ
高
校
生
の
疑
問
を
対
話
的
な
学
び
で
丁
寧
に
可
視
化
し
、

学
友
と
共
有
す
る
こ
と
は
、高
校
歴
史
学
習
に
お
い
て
も
大
切
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

「（
一
）
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
や
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
を
め
ぐ
る
疑
問
」「（
二
）
ユ
ダ
ヤ
人
・

ユ
ダ
ヤ
教
を
め
ぐ
る
疑
問
」「（
三
）
戦
時
下
の
暮
ら
し
を
め
ぐ
る
疑
問
」「（
四
）
ジ



65　特集　ドイツ現代史研究から歴史総合へ  

ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
疑
問
」
は
、
高
校
歴
史
教
育
に
お
い
て
も
学
ぶ
意
義
が
あ
る
疑

問
で
あ
る
。
前
者
の
二
つ
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
疑
問
で

あ
り
、（
三
）
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
や
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
な
ど
様
々
な
戦
争
を
身
近
な
例
に
即
し
て
理
解
す
る
手
が
か
り
を
高
校
生

に
与
え
て
く
れ
る
。（
四
）
は
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
高
校
歴
史
教
育
に
必
須
の
視
点

で
あ
る
。
先
述
し
た
「
宝
箱
」
と
し
て
の
二
つ
の
書
籍
を
十
分
に
教
材
化
し
た
い
。

特
に
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
学
習
は
、
た
と
え
ば
日
清
戦
争
に
お
け
る
旅
順
虐
殺

事
件
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
紛
争
に
お
け
る
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の
虐
殺
な

ど
世
界
中
の
虐
殺
や
民
族
浄
化
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
）
を
理
解
す
る
た

め
に
重
要
な
学
習
で
あ
る
。
高
校
生
は
、
な
ぜ
戦
争
で
は
虐
殺
が
正
当
化
さ
れ
る
の

か
、
非
武
装
、
無
抵
抗
の
老
人
や
子
供
な
ど
を
殺
す
こ
と
に
兵
士
は
疑
問
を
持
た
な

い
の
か
、
な
ど
と
多
く
の
疑
問
を
も
つ
。
当
時
の
資
料
や
証
言
を
高
校
生
と
と
も
に

教
員
も
丁
寧
に
読
み
す
す
め
つ
つ
、
対
話
を
中
心
と
し
た
実
践
を
積
み
重
ね
て
ゆ
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
歴
史
教
育
で
は
特
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

「
学
生
か
ら
疑
問
を
自
由
に
提
示
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
」「
ど
の
よ
う

な
疑
問
を
提
示
し
て
も
許
さ
れ
る
、
大
学・学
校
の
よ
う
な
閉
鎖
的
空
間
の
重
要
性
」

と
い
う
指
摘
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
前
者
の
学
習
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
歴
史
学
習
に

と
っ
て
も
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
高
校
生
に
教
室
で
自
由
に
疑
問
を

提
示
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
学
習
に
禁
止
事
項
と
し
て
の
タ
ブ
ー
を
作
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
教
員
が
歴
史
学
習
に
タ
ブ
ー
を
作

る
と
、
高
校
生
は
自
由
に
疑
問
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
歴
史
の
授
業
中
に
、
発
言
す
る
こ
と
す
ら
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生

ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
言
論
を
抑
圧
さ
れ
た
教
室
で
、
高
校
生
が
歴
史
に
つ

い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
な
ど
、
到
底
期
待
で
き
な
い
。

後
者
に
つ
い
て
、
高
校
の
教
室
が
閉
鎖
的
空
間
で
あ
る
こ
と
は
、
高
校
生
が
外

部
か
ら
の
不
当
な
干
渉
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
教
室
の
中
で
自
由
に
意
見
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
重
要
な
土
台
を
提
供
し
て
い
る
。
高
校
の
学
習
で
大
切
な

こ
と
の
一
つ
は
、
高
校
生
は
た
と
え
自
身
の
見
解
が
誤
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、教
室
内
で
は
学
友
に
そ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
高
校
生
は
、
自
分
の
考
え
を
授
業
内
で
述
べ
る
権
利
を
持
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
見
解
を
学
友
と
と
も
に
修
正
す
る
機
会
が
存
在
す
る
こ
と

も
、
高
校
の
学
習
の
中
で
大
切
な
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
び
の
試
行

錯
誤
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
歴
史
学
習
を
タ
ブ
ー
な
く
深
め
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
歴
史
学
習
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
校
生
が
問
い
を
立
て
、
問

い
を
表
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
時
事
問
題
に
敏
感
な
高
校
生
は
、た
と
え
ば
、

南
京
虐
殺
か
南
京
事
件
か
ど
ち
ら
の
表
現
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
、
従
軍
慰
安
婦
か
、

慰
安
婦
か
、
日
本
軍
性
奴
隷
か
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
が
良
い
の
だ
ろ
う
か
、

な
ど
と
素
朴
な
疑
問
を
持
つ
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
論
争
的
な
学
習
に
つ
な
が
る
歴
史
学
習
は
、
新
た
な
学
習
指
導
要

領
で
さ
え
も
要
求
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
「
歴
史
総
合
」
で
は
「
現
代
的
な
諸
課
題

の
形
成
や
現
代
的
な
諸
課
題
を
考
察
，
構
想
す
る
学
習）

9
（

」
お
よ
び
「
近
代
化
の
歴
史

に
存
在
し
，
現
代
社
会
に
お
い
て
も
調
整
が
求
め
ら
れ
，
将
来
に
お
い
て
も
引
き
続

き
生
徒
た
ち
が
直
面
す
る
こ
と
の
予
想
さ
れ
る
事
柄
を
含
む
問
い
を
設
定
す
る）
10
（

」
学

習
を
要
求
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
歴
史
学
習
で
は
、
論
争

的
な
学
び
を
実
践
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
私
自
身
、
こ
れ
ま
で
に
論
争
的
な
学

び
を
十
分
に
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
戒
を
込
め
て
、

こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
論
争
を
実
践
す
る
際
に
は
、
西
山
報
告
で
ド
イ
ツ
の
政
治
教
育

の
指
針
で
あ
る
ボ
イ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
合
意
（
一
九
七
六
年
）
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
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れ
か
ら
の
日
本
の
高
校
歴
史
教
育
に
お
い
て
も
、
教
員
は
ボ
イ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
合
意

を
遵
守
す
る
の
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
合
意
は
、「
今
日
に
い
た
る
ま
で
事

実
上
ド
イ
ツ
全
体
の
政
治
教
育
の
基
本
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
内
容
は
、
以

下
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る）
11
（

」
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
圧
倒
の
禁
止

　
生
徒
を
期
待
さ
れ
る
見
解
を
も
っ
て
圧
倒
し
、
自
ら
の
判
断
の
獲
得

を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
正
に
政
治
教
育
と
教

化
の
違
い
で
あ
る
。
教
化
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
教
師
の
役
割

規
定
、
そ
し
て
広
範
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
生
徒
の
政
治
的
成
熟
と
い
う

目
標
規
定
と
矛
盾
す
る
。

（
二
）
論
争
の
あ
る
問
題
は
論
争
の
あ
る
も
の
と
し
て
扱
う

　
学
問
と
政
治
に
お
い
て
議
論
の
あ
る
こ
と
は
、
授
業
に
お
い
て
も
議

論
の
あ
る
も
の
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
様
な
視
点
が
取

り
上
げ
ら
れ
ず
、
別
の
選
択
肢
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
教
化
が

始
ま
る
。

（
三
）
個
々
の
生
徒
の
利
害
関
心
の
重
視

　
生
徒
は
、
政
治
的
状
況
と
自
ら
の
利
害
関
係
を
分
析
し
、
自
ら
の
利

害
関
心
に
も
と
づ
い
て
所
与
の
政
治
的
状
況
に
影
響
を
与
え
る
手
段
と

方
法
を
追
求
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　　
「（
一
）
圧
倒
の
禁
止
」
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
歴
史
論
争
を
探
求
す
る
授
業
を

行
う
際
に
、
教
員
は
結
論
あ
り
き
の
授
業
を
行
っ
て
は
な
ら
ず
、
生
徒
の
解
釈
を
排

除
し
て
圧
倒
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
歴
史
論
争
の
探

究
学
習
が
成
り
立
た
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
校
生
は
教
員
が
予
測

し
て
い
な
か
っ
た
歴
史
の
解
釈
を
導
い
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
も
し
そ
の
解
釈
に
十

分
な
合
理
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
教
員
は
そ
の
解
釈
を
認
め
、
正
し
い
評
価
を

与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
そ
の
解
釈
に
十
分
な
合
理
性
が
認
め
ら
れ
な
い

と
き
は
、
な
ぜ
認
め
ら
れ
な
い
の
か
、
高
校
生
が
分
か
る
よ
う
に
説
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
論
争
の
学
習
は
難
し
い
も
の
で
あ
る
た
め
に
、

高
校
生
と
の
議
論
が
か
み
合
わ
ず
、
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
状
況
も
生
じ
よ
う
。
こ

の
と
き
に
教
員
が
「
生
徒
を
期
待
さ
れ
る
見
解
を
も
っ
て
圧
倒
」
す
る
と
、
高
校
生

の
「
自
ら
の
判
断
の
獲
得
を
妨
げ
る
」
こ
と
と
な
り
、
歴
史
論
争
の
探
究
学
習
が
成

り
立
た
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「（
一
）
圧
倒
の
禁
止
」
を
教
員
が
守
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
あ
る
。

　
「（
二
）
論
争
の
あ
る
問
題
は
論
争
の
あ
る
も
の
と
し
て
扱
う
」
に
つ
い
て
、
た
と

え
ば
、
あ
る
歴
史
上
の
領
土
問
題
を
扱
う
際
に
、
そ
の
問
題
が
「
学
問
と
政
治
に
お

い
て
議
論
」
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
を
「
議
論
の
あ
る
も
の
と
し
て
」
扱
う
こ
と
を
隠

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、一
つ
の
国
家
の
政
府
見
解
の
み
提
示
し
て
、

そ
の
他
の
係
争
国
の
政
府
見
解
を
提
示
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
歴
史
論
争
の
探
究
学
習
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に

は
、
た
と
え
ば
各
国
の
政
府
見
解
を
比
較
し
、
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
、
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
見
解
の
相
違
が
生
じ
る
の
か
、分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の「（
二
）

論
争
の
あ
る
問
題
は
論
争
の
あ
る
も
の
と
し
て
扱
う
」
と
い
う
指
針
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
高
校
歴
史
教
育
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

「（
三
）
個
々
の
生
徒
の
利
害
関
心
の
重
視
」
は
、
政
治
教
育
の
指
針
で
あ
る
た

め
に
、
一
見
す
る
と
、
歴
史
教
育
に
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
歴
史
学
習
の
目
的
の
一
つ
は
、
良
き
市
民
と
し
て
社
会
に
参
画
し
、

行
動
す
る
高
校
生
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎

悪
表
現
）
は
、
誤
っ
た
歴
史
的
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
も
し
誤
っ
た
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歴
史
的
事
実
を
信
じ
て
い
る
高
校
生
が
い
る
な
ら
、
そ
の
生
徒
に
歴
史
を
批
判
的
に

捉
え
て
分
析
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
高
校
歴
史
教
員
の
職
責
で
あ
る
。
日
々

の
歴
史
学
習
が
、
高
校
生
の
現
在
の
行
動
に
結
び
付
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
常
に

考
え
な
が
ら
、教
員
は
日
々
の
実
践
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、

日
本
の
高
校
歴
史
教
員
が
ボ
イ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
合
意
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
と
言

え
る
。

高
校
生
が
論
争
的
な
歴
史
学
習
を
深
く
探
究
し
、
か
つ
、
高
校
歴
史
教
員
が
ボ

イ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
合
意
を
遵
守
す
る
教
室
内
で
は
、
対
話
を
通
じ
た
歴
史
学
習
が
活

発
に
実
践
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
歴
史
修
正
主
義

を
批
判
的
に
分
析
し
、
過
度
な
相
対
主
義
を
克
服
す
る
歴
史
学
習
が
必
ず
や
展
開
さ

れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
私
は
、
先
達
の
実
践
を
参
考
に
し
て
、
問
い
と
資
料
を
活
用
し
た
対

話
的
な
歴
史
学
習）
12
（

を
実
践
し
て
き
た
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
西
山
報
告
、
小

野
寺
報
告
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
高
校
歴
史
学
習
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る

べ
き
か
、非
常
に
貴
重
な
報
告
お
よ
び
具
体
的
事
例
を
数
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
歴
史
教
育
―
「
歴
史
総
合
」「
日
本
史
探
究
」「
世
界
史
探
究
」
―

に
ぜ
ひ
生
か
し
て
ゆ
き
た
い
。

 　
注

  （
１
） 

小
川
幸
司
「
苦
役
へ
の
道
は
世
界
史
教
師
の
善
意
で
し
き
つ
め
ら
れ
て
い
る
」『
歴

史
学
研
究
』
第
八
五
九
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
九
一
頁
。

  （
２
） 

小
川
幸
司
『
世
界
史
と
の
対
話　
７
０
時
間
の
歴
史
批
評
』（
上
中
下
）
地
歴
社
、

二
〇
一
一‒

二
〇
一
二
年
。

  （
３
） 

勝
山
元
照
「
新
し
い
世
界
史
教
育
と
し
て
「
歴
史
総
合
」
を
創
る
―
―
「
自
分
の

頭
で
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
」
歴
史
学
習
へ
の
転
換
」
小
川
幸
司
責
任

編
集『
世
界
史
と
は
何
か
』（
岩
波
講
座　
世
界
歴
史
１
）岩
波
書
店
、二
◯
二
一
年
、

三
◯
七‒

三
二
四
頁
。

  （
４
） 

米
山
宏
史
「『
世
界
史
史
料
』
を
読
み
解
く
高
校
世
界
史
学
習
の
試
み
」『
歴
史

学
研
究
』
第
九
三
六
号
、
二
〇
一
五
年
。「
高
大
連
携
歴
史
教
育
研
究
会
教
材
共

有
サ
イ
ト
」（
会
員
限
定
）
の
会
員
の
実
践https://kodai-kyozai.org/ （
閲
覧
日

二
〇
二
二
年
一
月
三
一
日
）。

  （
５
） 

川
島
啓
一
「
報
告
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
ど
う
取
り
入
れ
る
か
？
―
高
校
歴

史
教
育
の
現
場
か
ら
―
」『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
八
年
、

六
九‒

八
五
頁
。
こ
こ
で
私
は
歴
史
総
合
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
習
案
を
提

示
し
た
。
川
島
啓
一
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
５
「
ジ
ェ
ン
タ
ー
平
等
」
の
視
点
を
組
み

込
ん
だ
世
界
史
授
業
」『
社
会
科
教
育 

２
０
２
０
年
１
１
月
号
』
明
治
図
書
出
版
、

二
〇
二
〇
、九
◯‒

九
三
頁
。
井
野
瀬
久
美
惠
・
川
島
啓
一
「〈
対
談
〉「
世
界
史
」

を
ど
う
教
え
る
／
学
ぶ
か
―
歴
史
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
の
視
点
を
中
心
に
」 

成
田
龍
一
・
長
谷
川
貴
彦
編
『〈
世
界
史
〉
を
い
か
に
語
る
か
―
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
の
歴
史
像
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
年
、
一
五
◯‒

一
六
八
頁
。

  （
６
） 「
歴
史
総
合
」『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領 （
平
成 

３
０ 

年
告
示
）
解
説　
地
理
歴

史
編
』
一
三
七
頁
。

  （
７
） 

ペ
ー
タ
ー
・
ガ
イ
ス
、
ギ
ヨ
ー
ム
・
ル
・
カ
ン
ト
レ
ッ
ク 

監
修
、
福
井
憲
彦
・
近

藤
孝
弘
監
訳
、
山
田
美
明
ほ
か
訳
『
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
共
通
歴
史
教
科
書
【
現

代
史
】
１
９
４
５
年
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界
』 明
石
書
店
、
二
◯
◯
八
年
。

  （
８
） 「
大
学
入
試
改
革
授
業
案　
史
料
の
性
質
を
理
解
す
る
」『
日
本
教
育
新
聞
』
二

◯
一
八
年
五
月
二
一
日
（
一
五
面
記
事
）https://w

w
w
.kyoiku-press.com

/post-

192805/
（
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
二
月
九
日
）。

  （
９
） 「
歴
史
総
合
」『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領 （
平
成 

三
◯ 

年
告
示
）
解
説 

地
理
歴

史
編
』
二
二
頁
。
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  （
10
） 

同
上
、
一
五
二
頁
。

  （
11
） 
近
藤
孝
弘
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
若
者
の
政
治
教
育
│
民
主
主
義
社
会
の
教
育

的
基
盤
│
」『
学
術
の
動
向
』
一
四 

巻 

一
◯ 

号
、
二
〇
〇
九 

年 

、
一
二
頁
。

https://doi.org/10.5363/tits.14.10_10

（
閲
覧
日
二
〇
二
二
年
二
月
九
日
）。

  （
12
） 

川
島
啓
一
「
コ
ラ
ム　
対
話
で
学
ぶ
世
界
史
の
実
践
」
小
川
幸
司
責
任
編
集
『
世

界
史
と
は
何
か
』（
岩
波
講
座　
世
界
歴
史
１
）
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
、
二

◯
三‒

二
◯
四
頁
。
川
島
啓
一
「
ど
ん
な
「
問
い
」
を
生
徒
は
学
習
す
べ
き
か
？

│「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
」世
界
史
授
業
の
実
践
か
ら
│
」前
川
修
一・

梨
子
田
喬・皆
川
雅
樹
編
『
歴
史
教
育
「
再
」
入
門
―
歴
史
総
合・日
本
史
探
究・

世
界
史
探
究
へ
の
〝
挑
戦
〞』
清
水
書
院
、
二
〇
一
九
年
、
一
一
〇‒

一
一
七
頁
。

川
島
啓
一
「
協
同
学
習
で
歴
史
論
争
を
探
究
」『
日
本
教
育
新
聞
』、
二
〇
二
一
年

二
月
一
日
（【
特
集
】「
共
通
テ
ス
ト　
出
題
傾
向
と
指
導
法
は
」
一
〇
面
記
事
）。

（
か
わ
し
ま　
け
い
い
ち
・ 

同
志
社
中
学
校
、
高
等
学
校
教
諭
）


